
は　じ　め　に

置県100周年を記念して昭和51年5月に開館した岐阜県博物館は、平成20年

度で開館32年になります。この間の入館者は、おかげをもちまして平成19年
10月には250万人を超え、生涯学習の場としてまた学校教育の場としてたいへ

ん多くの皆様にご利用いただき心から感謝申し上げます。

ところで、昭和26年に制定された現行の博物館法が改正されようとする昨

今、当博物館も時代の変化に相応しい博物館に生まれ変わることが求められ
ております。「新しい時代の博物館」づくりを目指して、博物館の「不易」を

大切にしつつ大胆に「流行」を取り入れ、これからも県民に親しまれる、岐
阜県を代表する総合博物館として着実に歩みを進めてまいりたいと考えてい
ます。

さて、平成19年度も、当館は資料収集・保管・調査研究・展示・教育普及
などの活動を推進してきました。夏の特別展「恐竜と生命の大進化一中国雲

南5億年の旅－」（7／6－9／2）では、中国の巨大な恐竜化石を中心に、さまざ

まな化石や中国雲南のすぼらしい自然と文化を紹介しました。このほか、恐

竜化石の発掘や模型づくりなどの体験コーナーを設けたり、催物として恐竜
全身骨格標本の公開組立て、レプリカづくり、2回の特別講演会などを開催し、
2万8千人余の多数の方々にご来館いただきました。また、文化庁と本館が共催

の特別展「発掘された日本列島2007（新発見考古速報展）」（10／6－11／4）では、

近年発掘された全国の遺跡から、特に注目される出土品を集めて紹介したほか、

岐阜県に因んだ関連展示「山の記憶」展も同時期に開催し、多数の他県からご

来館の皆様方にも楽しんでいただきました。
このほか、企画展、資料紹介展として、「心の宝、ふるさと徳山～増山たづ

子写真展～」、「ギフもん大集合！！一岐阜県の地名がついた植物たち－」、「第28

回日本自然科学写真協会写真展一自然の中の不思議を知る－」、岐阜県図書館

収蔵資料展示「古地図の世界　一巡礼図一」の開催や、マイミュージアムギャ

ラリーの展示（8回）を実施し、それぞれ多くの来館者に楽しんでいただけたも
のと確信しています。また、講座や企画展関連の催物、特別行事などを合わせ

て年間97日開催し、「体験する博物館」の充実を期しました。

平成20年度は、特別展として動物の進化をたどりながらいろいろな動物の

骨格をたくさん紹介する「骨のあるやつ」、資料紹介展として「ぎふの旅いま
むかし～街道・交通・観光名所～」、三葉虫の収集家として世界的に有名な立

松正衛氏の全面的なご協力による「三葉虫の謎～立松コレクション～」、当館
が収蔵している岐阜県各地のやきものを紹介する「岐阜県のやきもの」、県文

化財保護センター発掘速報展「発掘された飛騨・美濃の歴史」を企画してお
ります。このほか、今年度もマイミュージアムギャラリーの展示（7回）、カ

ルチャー講座、たのしい博物館、特別行事など、県民の皆様に楽しんでいた
だける企画を多数計画しています。
ここに、平成19年度の活動の記録を紹介する館報第31号を刊行しました。

ご高覧いただき、当館の更なる発展のためにご指導とご支援を賜りますよう

お願いいたします。

平成20年4月1日

岐阜県博物館長　高屋一行
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博物館概要

［設置日的］

岐阜県の人文、自然両分野にわたる諸資料を収集、保

管、調査研究、公開し、併せて教育普及活動を行うこと

により、広く県民の学習の場となり、また文化財保護の

精神の滴義に役立て、新しい教養と文化の発展に寄与す

ることを目的とする。

［基本的性格と方針］

1　基本的性格

・岐阜県の人文（考古、歴史、民俗、美術工芸）、自然

（動物、植物、地学）等に関する諸資料の収集保管、

展示、調査研究及びそれらの活用を図る総合博物館と

する。
・県内外の博物館及び相当施設との活発な交流を図ると

ともに、本県の中央博物館としての役割を果たす内容

と設備を有する施設とする。
・学校・社会教育機関等との密接な連携を図り、利用者

が楽しく学習することができ、未来への研究心と創造

性を開発させるような生涯学習機関とする。
・マルチメディアを活用し、「ハイパーハイビジョン風

土記」を主とした地域情報や博物館資料などのデジタ

ル化、情報の収集、加工及びインターネットによる情

報発信を行い、情報化社会に対応した電子博物館を目

指す。
・資料の収集及び保存並びに展示に関する専門的な調査

研究を推進する。

2　基本方針

（1）資料収集

県内の人文・自然等に関する資料を収集する。

資料は、実物を中心とするが、必要に応じて厳密な

考証に基づく復元模型を含める。

寄贈、寄託、借用、購入等により収集する。

（2）展示構成

展示は、常設展示と特別展示とする。

常設展示は、総合展示と課題展示とし、それぞれ人

文、自然の2部門に分ける。総合展示は、誰にも親し

めるよう平易な展示を心掛け、本県の歴史や社会、文

化の発展の概要と、自然環境の概要を理解しやすく展

示する。課題展示は、内容において、前者よりやや高

度なものとする。

特別展示は、特定の企画とテーマを設けて、展示を

する。

展示は、（ア）生涯学習の場として幅広い年齢層に親

しめる展示、（イ）資料の単なる羅列ではなくストーリ

ー性のある展示、（ウ）各時代の特色やテーマの本質を

とらえた展示、（エ）できる限り実物資料の展示とする

が、更に、図表、模型等他種類の資料も活用した展示、

（オ）できる限り資料に直接触れることのできる展示、

（カ）視聴覚機器などを取り入れ、見る人に強く訴える

展示、（キ）解説が明確で分かりやすい展示、とする。

各展示室の主題と内容は、次のとおりである。

〇人文展示室1（人文総合展示）

主題「郷土のあゆみ」・・・先史時代から近代、現

代に至るまでの歴史の流れと、各時代の特色を分

かりやすく展示する。

〇人文展示室2（人文課題展示）

主題「郷土の民俗と美術工芸」・・・特色ある郷土

の民俗と美術工芸を部門別、時代別に展示する。

○自然展示室1（自然総合展示）

主題「郷土の自然とおいたち」‥・郷土の自然の

概要を生態的に分かりやすく展示する。

○自然展示室2（自然課題展示）

主題「郷土のさまざまな自然」・・・特色ある自然

物や事象をテーマ別に系統的に展示する。

○特別展示室（特別展示）

特定の企画とテーマを設けて年に数回展示する。

（3）調査研究
・博物館資料に関する専門的、技術的な調査研究を行

う。

・博物館資料の保管及び展示等に関する技術的な研究

を行う。

（4）教育普及活動
・展示系や博物館資料に関連した教育・普及活動を行

う。

・学校教育や社会教育の関係機関・団体との連携・協

力に努める。
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〔沿革〕
昭和46年3月　岐阜県百年記念事業推進

委員会において、博物館

の建設を決定

4月　教育委員会社会教育課に

博物飽準備担当を配置
6－9月　博物館懇談会を設ける

昭和47年4月　博物館開設準備室を設置

展示委員会を設ける

昭和48年8月　起工式挙行

昭和49年3月　展示実施計画樹立

10月　定礎式

昭和50年3月　展示工事着手

7月　本館建築竣工

昭和51年1月　展示工事完了

4月　岐阜県博物館条例公布

岐阜県博物館設置

展示資料等製作完了

5月　間館記念式典挙行
一般公開

「巨匠三人展」・「スポー

ツ栄光展」

7月　皇太子・同妃殿下行啓

8月　特別展「ふるさとの文

楽」入館者10万人を突破

10月　入館料徴収開始

11月　特別展「熊谷守一展」

昭和52年5月　特別展「日本伝統工芸

秀作展」入館者20万人を

突破
7月　特別展「郷土の化石展」

11月　特別展「鉄斎」

昭和53年4月　入館者30万人を突破

特別展「濃飛の甲胃」
7月　特別展「世界のコガネム

シ」

10月　特別展「能面と装束」

昭和54年4月　入館者40万人を突破

特別展「濃飛の先史時

代」
7月　特別展「世界の貝」

10月　特別展「濃飛の文人」

11月　「視覚陸がい者（触察）

コーナー」開設

昭和55年4月　特別展「宝暦治水と薩摩

藩」

5月　入館者50万人を突破

7月　特別展「化石の世界」

10月　特別展「蓑虫山人」

昭和56年4月　特別展「美濃の絵馬」

5月　入館者60万人を突破

7月　特別展「御岳山は生きて

いる」

10月　特別展「ふるさとの美濃

古陶」

昭和57年4月　特別展「高賀山の信仰」

入館者70万人を突破

7月　特別展「ふるさとの植

物」
10月　特別展「東洋の貨幣」

昭和58年4月　特別展「岐阜県の考古遺

物」

5月　入館者80万人を突破

7月　特別展「長良川」

10月　特別展「郷土の生んだ

先覚者」

昭和59年4月　特別展「濃飛の戦国武

将」
7月　特別展「ふるさとの昆

虫」

8月　入館者90万人を突破

10月　学習ビデオスタディコー

ナー設置

特別展「濃飛の蘭学」

昭和60年4月　特別展「濃飛の縄文時

代」
7月　特別展「鉱物の世界」

10月　特別展「美濃の刀剣」

入館者100万人を突破

12月　自然展示室　を改装

昭和61年4月　特別展「徳山の四季とく

らし」

7月　特別展「奥飛騨の自然」

9月　人文展示室　を改装

10月　開館10周年記念式典を挙

行

開館10周年記念展「ふる

さとの祭り」

昭和62年4月　特別展「飛騨の弥生時

代」

入館者110万人を突破

7月　特別展「外国から侵入し

た生きものたち」

10月　特別展「飛騨の匠」

旧徳山村民家移築復元

昭和63年1月　自然展示室　を改装

4月　特別展示室ショーケース

改修

特別展「ふるさとの湿

原」

7月　中部未来博’88記念展

「中山道～美濃十六宿
～」

10月　特別展「中生代の化石」

入館者120万人を突破

平成元年4月　特別展「濃飛の古墳時

代」
7月　特別展「ふるさとの野

鳥」
8月16日恐竜足跡化石白川村

で発見

10月　特別展「移ろいゆく年中

行事」
11月　日本生命財団から図書

「岐阜県博物館総合案

内」4，000冊の寄贈を受

ける

平成2年4月　特別展「輪中と治水」
7月　特別展「白山の自然」

「恐竜足跡化石レプリカ」

除幕式

グリーンアドベンチャー

標識設置（自然観察のこ

みち）

岐阜県博物館協議会に、
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「新しい時代・県民ニー

ズに対応できる博物館の

在り方について」諮問

入館者130万人を突破

10月　特別展「濃飛の仏像」

12月　岐阜県博物館協議会から

中間答申

平成3年3月　岐阜県博物館案内標識を

設置

4月　特別展「ふるさとの木の

文化」
7月　特別展「ふるさとの哺乳

動物」
10月　置県120年・岐阜鹿児島

姉妹県盟約20周年記念展
「鹿児島～その自然と歴

史～」

11月　入館者140万人を突破

平成4年3月　岐阜県博物館協議会から
「新しい時代・県民ニー

ズに対応する博物館の在

り方について」答申

4月　特別展「飛騨のあけぼの
～交流する縄文・古代人

～」

7月　特別展「恐竜王国・恐竜
～謎とロマン～」

10月　特別展「近世に輝く濃飛

の群像」

11月　小中学生常設展入館料無

料化

平成5年3月　入館者150万人を突破

4月　特別展「土と炎の芸術」

9月　29日大型は乳類足跡化石

を美濃加茂市で発掘

10月　特別展「失われゆく植物」

11月　「ハイパーハイビジョン

風土記」イメージシュミ

レーションソフトの完成

平成6年1月　20日マイ・ミュージア

ム棟起工式

3月　大型は乳類足跡化石を展

示

4月　特別展「川に生きる～水

運と漁労～」

8月　恐竜の歯等荘川村で発見

9月　特別展「美濃山地の自然」

10月　入館者160万人を突破

12月　ユタ州訪問（花フェスタ
’95展示化石の借用、

交流の推進）

平成7年3月　マイ・ミュージアム棟工

事の完成
ハイパーハイビジョン風

土記「ひだ・みの紀行美

濃路編」ソフト完成

4月　特別展「岐阜の淡水魚」

花フェスダ　95にユタ

州恐竜化石を展示
7月　マイ・ミュージアム（マ

ルチメディア情報センタ
ー）落成式典挙行　一般

公開



8月　恐竜ゼミナールGIFU’95

開催
10月　特別展「美濃・飛騨の古

代史発掘～律令国家の時

代～」

人定三百年記念「円空展」

（名古屋市と共催）

県下第1号として「マル

チメディア工房・ぎふ」

開設
11月　円空シンポジウム「世界

における円空」

平成8年4月　高校生常設展入館料無料

化

5月　入館者170万人を突破

7月　開館20周年記念展「恐竜

のふるさとユタ」

8月　アメリカ合衆国ユタ州プ

リガムヤング大学付属地

球科学博物館と友好提携

調印式挙行

10月　飛騨美濃合併120周年記

念展「岐阜県の明治維新」

11月　飛騨美濃合併120周年記

念「文化講演会」
講師　作家　阿川弘之氏

作家　山田智彦氏

平成9年3月　ハイパーハイビジョン風

土記「ひだ・みの紀行」

中山道編ソフト完成
4月　特別展「花と鳥のイリュ
ージョン～江戸の学問と

芸術～」

9月　特別展「薬草のふるさと

伊吹」

11月　入館者180万人を突破

棚橋賞受賞「岐阜県博物
館‘‘マイ・ミュージアム
’’～来るべき世紀の新し

い博物館を目指して～」

財団法人日本博物館協会

表彰

平成10年3月　ハイパーハイビジョン風

土記「ひだ・みの紀行」

飛騨街道・郡上街道編ソ

フト完成

アロサウルス骨格標本展

示

4月　ハイパーハイビジョン風

歴代館長名簿

土記「ひだ・みの紀行」

完成記念事業：風土記フ
ォーラム「マルチメディ

アで調べる岐阜の魅力」

7月　特別展「つのつのかぶと

むし」

9月　特別展「能面へのいざ

ない～白山山麓から～」

平成11年7月　特別展「恐竜時代～モン

ゴルと手取層群の恐竜た

ち～」

入館者190万人を突破

9月　特別展「恐竜時代」入

館者4万人突破

10月　特別展「水とまつり～

古代人の祈り～」特別

陳列「円空展～魂を木

に刻んで～」

平成12年7月　特別展「海を越えた明治
～ヨーロッパが愛した焼

き物の美～」

9月　特別展「すばらしき東涯

の自然、再発見～巨大ヒ

ノキが見てきた生き物た

ち～」

11月　入館者200万人を突破

平成13年7月　特別展

「あのころいた鳥～そう

いえばトキもおったげ

な～」

9月　特別展「七代目団十郎と

国員、国芳一芝居、錦

絵、中山道～」

11月　ハイビジョン静止画番

組「石たちの動物園」
（マイミュージアムギャ

ラリー）

全国ハイビジョン手づく

りソフトフェスタ2001

グランプリ受賞

平成14年2月　NEDO共同研究事業太陽光

発電システム完成

3月　バリアフリー対策事業小

型モノレール（スロープ

カー）完成

4月　特別展「温泉展～湯の華

からのメッセージ～」

5月　入館者210万人を突破

10月　特別展「中山道街道400

年」

平成15年7月　特別展「昭和、くらしの

歩み～30年代を中心に～」

9月　特別展「野の幸・山の

幸、岐阜～発見！キノコ

と山菜、薬草の魅力～」

10月　入館者220万人を突破

平成16年7月　特別展「タイムラベル

石器時代～大昔はどんな

くらしをしていたの？
～」

9月　特別展「里山ミュージア

ム～ドングリころころオ

オタカびゅ－ん～」

平成17年4月　高校生以下入館料年間無

料化（特別展入館料無料

化）

5月　入館者230万人を突破

7月　特別展「線路はつづくよ
一岐阜、鉄道のあゆ

み～」

9月　特別展「『名水・温泉・

名勝』廣一水と大地の
ハーモニー～」

平成18年4月　開館30周年記念式典挙行

開館30周年記念特別展
「緑いきいき！岐阜の森」

5月　開館30周年記念植樹

モl）ゾ一・キッコロ来館

全国植樹祭中濃サテライ

ト会場～来館者全員招待

入館～

8月　入館者240万人を突破

飛騨美濃合併130周年記

念行事博物館1日無料開

放

9月　飛騨美濃合併130周年記

念特別展「錦絵が語る美

濃と飛騨」

11月　文化の日博物館無料開放

平成19年7月　特別展「恐竜と生命の大

進化～中国雲南5億年の

旅～」

9月　特別展「発掘された日本

列島2007～新発見考古速

報展～」

10月　入館者250万人を突破

11月　文化の日博物館無料開放

在職期間（年度） 倩�����kﾂ� 俤ﾙ�XｯｨｭH�僖�7��｢�氏　　名 

l 傴ｩ��S�D��小　幡　忠　良 ����平成5年～平成6年 �����(����,9&｢�

2 傴ｩ��S)D���諸��SID��松　尾　克　美 ����平成7年～平成8年 ��H���X��ﾄ���Oﾂ�

3 傴ｩ��SYD���諸��SiD��大　橋　桃之輔 ��"�平成9年～平成10年 俘(��68������ﾕr�

4 傴ｩ��SyD���諸��S吋��吉　本　幹　彦 ��2�平成11年～平成12年 �8��:���u8�����

5 傴ｩ��S僖��関　谷　美智男 ��B�平成13年～平成14年 俘(��ｻH��ﾔx��Eb�

6 傴ｩ��c�D���諸��c�D��廣　田　照　夫 ��R�平成15年～平成16年 兀����(��vH��謦�

7 傴ｩ��c)D���諸��c9D��森　崎　利　光 ��b�平成17年 �ｨ��J���ﾍﾈ��Wb�

8 兌ﾙ�ﾈﾋ9D���[ﾙ�ﾃ)D��伊　藤　秀　幸 ��r�平成18年 侘8���ﾈ������k��

9 兌ﾙ�ﾃ9D���[ﾙ�ﾃID��篠　田　幸　男 ����平成19年 俘(��夊��耳��ﾗ2�

－5－



〔施設・設備〕 ��

博物館 冏ｸｨ�8ｨﾒ�

（胸多念1 人難親鶏 

マイ・ミュージアム 　4艦 ���4��ﾂ�棈�){�-8���������ﾙ|ｨｩb�

io　　　　　、・　　　　　　　　　　　重 

軌チ 迄788ﾘ6X4(�ｸ����������������+2�
メディア 鳴��ﾂ�スタジオ マイ・ミュージアム 3膳 郵要義I青ビジョン 病「♭ ／ マイ・ミュージアム 窒膳 俤Xｮﾘ稗������zB��96�'｢�?hxI��gｸ葎自h��

l 

諺鷲 議㌢ 佝H耳���(ｩﾙ6H�｢�Yｸ���ｨ�8ﾅ)wﾙ+"�������7颱��ｨ*ﾂ�

マイ・ミュージアム �(��ｨHｫb�

1膳 ��������"�

年 

EV 謙 事「し 儺｢�

一手葦 凅ｲ�ﾈ"��ｸ�ｲ�

ー6－



・主要書（名及び面積）

（ の 冏ｸ��ｭ��室　　　　名 冤ｩ�����｢�マイ・ミュージアム 傚�������kﾂ�面積（） 

l　階 ��c����ﾌ���c(���ﾌ���c8���ﾌ���cH���ﾌ���cX���ﾌ��314．1 126．0 192．0 99．4 55．0 綿��､ｲ�エ　ント　ラ　ン　ス　ホ　ー　ル 都h�C��

2　階 �7ﾘ487�8X�ｸ5x4�8�4ﾘ888�8ｨ�ｲ������������ﾌ��202．3 25．3 

2　階 俾��)5x麌���583．8 

自然展示室2 郷土学習室 講　堂 研修室 鼎s��C��店�CB��sH�CR��ﾃ�8�C"�俔H��������������������������18．5 

3　階 �6�48��7(��5x��8x��98��7ｨ�ｸ8ｲ�192．3 
第6収蔵庫 ��C(�C���+(������������������������47．0 

3　階 ��ﾉ[i5x麌����ﾉ[i5x�8麌�"�942．3 478．8 
4　階 �7ﾘ8ｸ6�8�6h4(4�5�5�5x4��206．3 

特別展示室 ���8�C"���x����������ﾞﾈ������������31．2 

図書資料室 特別収蔵庫 �#3(�C"��C(�C���������������ｨ������������43．8 

館外施設　　　　　　　　　　　　　　　－11着一、　　1主　　　調柵叫 

継 1）自然観察のこみち　　　　嶋 館内における，，郷土の自然，，の展示に対応し自然環境‾書 中に生きた展示として、季節とともに移り変わる自然　の 劔醇紋∴炉 　　′ 

の諾義紫講義非議霧藁集の植‡　…　　§ 

惣乳諾誓生地、百草園、マンサクの林など　　　　　　　瑚臆鵬費 
なお、樹林の特徴などが学習できるようグリーンアド 劔��
ベンチャー常設コースとして、40本の樹木にQ＆Aパネ

ルを設置している。

（2）旧徳山村民家
徳山ダム建設計画に伴い、徳山村は開村となり藤橋村
になったが、徳山の生活を後世に語り継ぐため、当時徳
山村戸入在住の宮川澄雄さんから家屋の提供を受け、昭
和62年10月7日、移築復元を完了したもので、生活用具
なども展示し、無料開放している。なお、平成13年9月、
茅葺屋根の一部葺き替えを実施した。
・様　式：木造かやぶき2＿階建、南平入り
・主　　材：ブナ、トチ

・建面積：120．97

・延面積：197．48

・間取　り：右図参照
・建築年代：幕末から明治初年ごろと推定
・屋　　根：入母屋、切り落とし窓つき

∴∴票 ��主． � 儼ﾘ���

臆竃 ��専一一　一－ � ����ﾈ����������������軽便I′ �� ��v�ﾈ��亦�

1　　　言　一議饗饗懸讃騒擾饗 劔 

：二二もささ 劔註∴「竜三、子 荻　′、護 

ー7－

漢漢音1　　　　　　　鯉恕 ��川津川出目　ヮ 
－1 ��

嗣 ��fﾂ�三三…「「∴十三 ∴∴喜：∴ 1 　与 l 　C＝＝j＝＝ミ回書義と L＿」凍÷ 
擢壷」二王 …it 

ユニニ　　　　　　　　　　‾三三事鵜篭（紙屋） 

▲1階間取り図

ー 劔 � ��

ー　　吹抜 劔��K)Z�'R����

ネヤ 1 � 剳縺^∴／・＼ 

！ 井 li I工 事 ＼－ 

＼、天井／ ∴×′／ ／∴ 劔剪� � 又｢�董 ��シ／タ’ ニカイ 

iマド 劔Z�?ﾂ�

l H ニカィ．’ ‾E≡ 

：「 

蟄　～ �� 

I 劔 

「 

▲2階間取り図



Ⅲ　平成19年度のあゆみ

考　　古

歴　　史

民　　俗

美術工芸

動　　物

植　　物

地　　学

2　職員名簿

職　名（担当） 倩�����kﾂ�職　名（担当） 倩�����kﾂ�職　名（担当） 倩�����kﾂ�

館　　　　　長 俘(��夊��耳��ﾗ2�【学芸部】 ���69�ﾂ�ﾞ(ﾏｸﾕ�b�［マイ・ミューノアム担当］ 偃���Oh���x��k��

副　館　長 �(i8y�9�����鯖k��}�{"�学　芸　部　長 刮ﾛ　長　補　佐 

【総務部】 凵m人文担当］ 僮I 伜(��68��ｼX��&｢�

総　務　部　長 刮ﾛ　長　補　佐 凵i兼）II �俥��驟����68ｷh謦�

［管理調整担当］ 僮I（歴史） 傀ｨ����ｵ���爾�［教育普及担当］ 

課　長　補　佐 刳w芸主事（民俗） 伜(��68���ﾘ����課　長　補　佐 

主　　　　　査 �H���8������（兼）学芸主事（考古） �+x��夊��ﾔｸ��?��学　芸　主　事 �'ﾈ���ｨ������ｽ��

II �:���ｶx���8����主事（美術工芸） 偃x夐oYuB�'(�8枻�学芸業務専門職 儻���68��ﾔｸ��J｢�

主　　　　　事 ��ｨ���(��_ﾈ�����［自然担当］ 僮I 冉ｸ��nﾈ��ﾉｸ��ﾔ��

管理業務専門職 �ﾘ��68��&ﾘ��ﾘ��課　長　補　佐 凵y専門相談役】 傴ﾈ��Oh��ﾔ�h��

II �����ｮ���-�,h-ﾒ�II（地学） ��ﾈ��$ｨ����4��

II ��ﾈ��YH���騏)Oﾂ�II（植物） ��x��:���ﾘ���Tb�

II 傅ﾈ���(��*�.H-ﾒ�主　　査（動物） �����68��ﾉ(��爾�

Il II 日日雇用職員 兔I69Oﾉz"�:�hﾆ"��hｾ驃h���学芸業務専門職（古生物） 佝ｨ�����8躪ﾕ��

II

主　　　　　査

学芸業務推進職

管理業務推進職

日々雇用職員

主　　　　　事

退　職　者　　学芸業務推進職

管理業務推進職

日々雇用職員
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〔日誌抄〕
4．1人事異動に伴う辞令交付
1心響きあう家族層「のぶさんと」
～絵・詩画・陶器～（～5／6）

14　ギフチョウを観察しよう

18　里山ウオッチング

21資料紹介展　心の宝、ふるさと徳山
～増山たづ子写真展～（一7／5）

21コンサート「歓び」

28　コンサート「生命よ、ありがとう」

29　番のグリーンアドベンチャー

30　まが玉をつくろう

5．3　化石のレプリカをつくろう

4　響け！和太鼓（午前・午後）
5　化石の不思議（午前・午後）
6　百年公園の森探検
13　城下町妻木～その歴史と文化～

（～6／17）

13　夏鳥を観察しよう
16　里山ウオッチング

16　博物館講座　石器づくり体験・火お
こし体験のツポ

20　番の小川で魚捕り
ダンボールでよろいをつくろう

22　デジタルアーカイブ・コーディネー

ター養成2日間講座　（～5／23）
26　博物館講座　昆虫を捕まえよう
27　資料紹介展講演会「旧徳山村の昔話
の探訪から学んだこと～増山たづ子
さんからのメッセージ～」

30　ワードを使って着物の絵を描こう
6．2　化石をみがいてペーパーウェイト

をつくろう
3　粘土で立体パズルをつくろう
9　講演会「城下町妻木～その歴史と文
化」
16　魚の捕り方教えます一ビオトープの

魚調べ～
17　楽しい折り紙教室
20　里山ウオッチング

23　親子で博物館探検
24　華麗で多彩な犬山焼徳利・盃展

（～7／29）

24　植物標本の作り方教室（7／l）
24　昭和のおもちゃをつくろう（日光写

真）
27　ペイント習字で暑中見舞い状をつく
ろう

7．6　特別展　恐竜と生命の大進化一中国

雲南5億年の旅－（～9／2）
7　講演会「犬山燐の魅力」
8　中国の楽器「二胡」の調べ
18　豊山ウオッチング

21恐竜解説と木の動くおもちゃづくり

2　特別展講演会「生命の進化と絶滅」
8　夜の博物館（～7／29）

8　化石のレプリカをつくろう
9　江戸時代のおもちゃをつくってみよ

う（紙つばめ）
8．5　旅する種子・湿地と植物～可児の植

物見て歩き～（一9／17）

5　特別展講演会「雲南の魅力と恐竜た
ち」
7　植物の種子を調べてみよう
9　化石のレプリカをつくろう
11　火おこし器をつくろう

12　石を割って化石を発見
15　豊山ウオッチング

18　江戸時代のおもちゃをつくってみよ

う（紙つばめ）
18　中国の楽器「二朗」の調べ
19　化石のレプリカをつくろう

23　恐竜博士養成短期集中特訓講座
24　恐竜博士養成短期集中特訓講座
25　展示解説「可児の湿地と植物」
25　生活道具を教材にしよう
26　夏休み採集物鑑定会
28　ミニ恐竜博士短期集中特訓講座
29　ミニ恐竜博士短期集中特訓講座
9．1展示解説「可児の湿地と植物」
2　講演「岐阜のほとけたち」
8　発掘された日本列島2007関連展示
山の記憶（一11／4）

13　とスイのアクセサリーをつくろう

16　昭和のおもちゃをつくろう（日光写真）
19　豊山ウオッチング

21　とスイのアクセサリーをつくろう

23　木に吹き込まれた命（～10／28）

26　ワードを使って季節の絵を描こう
10．3　化石レプリカの作成方法

6　特別展　発掘された日本列島2007

新発見考古速報展（～11／4）
7　秋のコンサートinミュージアム一秋

の音楽を生演奏で～
7　子どもの手形～縄文風～をとってお
こう

8　子どもの手形～縄文風～をとってお
こう

13　木の実で遊ぼう
14　特別展講演会「『山』を考える3つ
の視点～恵む山・仰ぐ山・祀る山」
17　里山ウオッチング

20　まが玉をつくろう

21自然観察会「秋の百年公園」
21入館者250万人を突破
27　まが玉をつくろう

28　百年公園・博物館を写生しよう
30　デジタル・アーカイブ・コーディネ
ータ養成2日間講座　（－10／31）

11．3　子供歌舞伎・舞踊絵廣一画工が描い
た村国座～（～12／9）

3　秋のグリーンアドベンチャー

3　実演「勘流亭歌舞伎文字」
4　岐阜の歴史講座「岐阜の歴史をよみ
なおす『信長・光秀』再考」
4　実演「勘流亭歌舞伎文字」
11実演「勘流亭歌舞伎文字」
13　資料紹介展　ギフもん大集合！I
－岐阜県の地名がついた植物たち－

（一12／24）

8　徳山のくらしを体験しよう
8　実演「勘流亭歌舞伎文字」
1豊山ウオッチング

3　リースづくり

3　実演「勘流亭歌舞伎文字」
5　実演「勘流亭歌舞伎文字」
8　簡単にできる動画作成、写真を動か
そう！

12．2　自然観察会「カブトムシの幼虫をさ

がそう
2　実演「勘流亭歌舞伎文字」
9　和凧をつくろう（連凧）
9　実演「勘流亭歌舞伎文字」
16　冬花～プリザーブドフラワー・染め
の花・古布の花～（～2′／3）

16　わら細工～しめ飾りをつくろう～

19　里山ウオッチング

22　古布の花でコサージュをつくろう

1．5　自然観察会「春の七草ウオッチング」
6　第28回日本自然科学写真協会写真展
一自然の中の不思議を和一（～1／31）

6　七草がゆを食べよう
16　豊山ウオッチング

19　プリザーブドフラワーでつくるしず

ずく形リース
20　親子で博物館探検
27　自然観察会「冬鳥を観察しよう」
2．3　小鳥の骨の標本をつくろう（2／10）

9　江戸時代の文章を読もう
10　古布の布絵展（～3／20）

16　岐阜県図書館収蔵資料展

古地図の世界　一巡礼図一
（一3／20）

20　豊山ウオッチング

24　昭和のくらしを体験しよう
28　古布でにわとりの置物をつくろう

3．2　紙で手作りおもちゃをつくろう（紙

ブーメランとミニ凧）
9　早春のコンサートinミュージアム
～土のひびき、オカリナでクラシッ

ク！！～

12　原石で楽しむ宝石の魅力
16　親子で博物館探検
29　里山ウオッチング

〔博物館協議会〕

当協議会は、博物館の運営に関し、館長の諮問に応じ、また意見を述べる機関として、岐阜県博物館条例（昭和51年）

第2条及び第3条の規定に基づいて設置され、委員は次のとおりである。

氏　　名 侏ｸ�����������X����������kﾂ�

金　森　昭　夫 ��乘H�ｩ(i?ｩ�i[xｯ)Xﾈ辷��+r�

神　谷　慶　男 弍)Xﾉ_ｩ�x�乘H�ｨ靖/yo�_ｩ�xｼik�gｹYI+r�

汲　田　美枝子 弍)Xﾈﾊx揵(hｧxﾕｩ+x檠+x����^H�9zygｹ68抦ｧxﾕｩ+r�

古　屋　康　則 弍)Xﾉ�Xｧxｻ8支ｧyYH�ｻ8����iyﾙ�i�Hｧx�｢�

鈴　木　専　英 弍)XﾈﾊyH饂渥冲h,ﾈ檠Yｸ檠+x��鉙ﾆｹ]ｸ支��+r�

玉　井　博　砧 ��冖ﾈ�ｨｼｨ皐夐gｹ]ﾈ���9Uﾈ��蹴�

遠　藤　景　子 比┷ｯ)Xﾉ_ｩ�xｼy+r�

長　尾　安　子 弍)Xﾈﾊu�D���ﾘx檠^ｩ�X効醜檠�9Uﾂ�

名　和　哲　夫 冖ﾉ��ﾚ�(飃饂渥�+x��ｯ)XﾈﾊyH饂渥仄h檠Yｸ檠+r�

◎早　川　万　年 弍)Xﾉ�Xｧxｻ8支ｧyYHｻ8����讓ｧx�｢�

平　井　花　画 弍)Xﾈﾊx8h6ﾈ5�5(ｺh檍檠+r�

安　田　たか子 乂xﾕｩd��ﾈ��68ｧx��?�9hｷYv9'H��+r�

◎会長　　　　　　　　　　（平成19年11月7日現在五十音別）

任期は平成18年9月24日～平成20年9月23日
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（開催状況）

月　日　平成19年11月7日

場　所　岐阜県博物館　講　堂

議　題・今後の博物館の在り方について
・平成20・21年度の特別展等に

ついて



〔実施事業の概要〕
「豊かな心を育む博物館」を目指して、特別展や資料

紹介展などの企画展、マイミュージアムギャラリー展示

を開催した。その他、参加体験型の教育普及事業として

123本の催事、学芸員による小中学校への出前授業など

多くの事業を展開した。また、今年度は、当館が昭和51

年に開館して以来、10月21日に通算の入館者が250万

人となった。

開館31年目となり、新たな節目のスタートとなった今

年度であったが、以前から大きな課題となっている施設
・設備の老朽化とそれに伴う各種機器類の不調、展示室

や収蔵庫の狭隆化等の問題解決のため、昨年度に検討さ

れた改修計画の進展はなかった。しかし、近年、全国的

に博物館を取り巻く情勢の変化は大きく、施設・設備の

改修を課題としつつも、当館においても日本博物館協会

による「博物館の望ましい姿（平成15年）」や先進的な

他館などをを参考にしながら、新しい博物館像を追求す

ることとした。

1　調査研究事業

人文分野では、岐阜県内の仏像や特別展関連展示で紹

介した山と関わりのある遺物・遺跡の調査研究を行っ

た。自然分野では、ウシモツゴ保護に関する調査、岐阜

県植物誌刊行に向けての調査研究、百年公園の生物相調

査、瑞浪層群の化石調査などを行った。

2　展示活動（下表参照）

特別展・資料紹介展などを下記のとおり実施した。

3　資料収集活動

人文分野では、当県ゆかりの観光案内資料を購入した。

また、弥生土器、古銭、昭和時代の生活用具等の資料の

寄贈を受けた。自然分野では、動物の骨格標本を委託作

成した。また、昆虫標本、県内植物標本、県内動物標本、

植物化石標本など多数の資料の寄贈を受けた。
マイ・ミュージアム分野では、新収蔵資料データベー

スが本格的に稼働し、資料整理が進むとともに収蔵資料

情報の公開に向けた準備が整った。また、今年度ホーム

ページの大幅改修を行い、博物館の活動をリアルタイム

に発信する「Webニュース」「動画ニュース」の新設や、

恐竜骨格の組立て風景をライブカメラで発信する取り組

みを行った。

4　教育普及活動

学校との連携では、出前授業や教員研修会への講師派

遣を多く行った。国立教育政策研究所による「岐阜県博

物館等と連携した教育の実践的研究」は3年目に入った。

今年度も数多くの催事を開催したが、大変に盛況であ
った。カラー印刷のシートを使った人文と自然の展示室

ビンゴは大変好評であった。今年度も、昨年度に引き続

き博物館ミュージアムカード・シールを使用し、多くの

リピーターを得ることができた。

展　　　示　　　名 弍ｨ����ｭB�展　　　示　　　内　　　容 凉8蕋�

常設展 僖隴B�人文関係では考古分野4回、歴史分野5回、民俗分野15 回、美術工芸分野9回の展示替えを行った。自然関係では可 変展示コーナーや立ちケース内を中心にに3回の展示替えを 行った。また、ウシモツゴの生態展示を常設した。 ��

夏季特別展 度�緝�仞��ｨ���日本文化のルーツともいわれる中国雲南で発掘された恐 �#��3C���

「恐竜と生命の大進化一中国雲南5億 祷��(��?ｨ�｢�竜化石を中心に、さまざまな化石や中国雲南の自然と文化 

年の旅－」 凾ﾉ関する資料を展示した。 

秋季特別展 ����緝��7��ｨ爾�全国で毎年8，000件以上の埋蔵文化財発掘調査が行われ ����3����

「発掘された日本列島2007－新発見 ����紿��?ｨ�｢�ており、その中で特に注目される出土品を全国7箇所で巡 

考古速報展－」 刮�W示するもので、当県では7年振りの開催となった。 

資料紹介展 滴��#���7��ｨ���平成18年3月に逝去された「カメラばあちゃん」こと、 ����3Sc"�

「心の宝、ふるさと徳山～増山たづ子 度�綛��7ｨ�｢�増山たづ子さんから寄贈された写真パネル200点余りと、 

写真展～」 剴ｿ山の民具などを併せて展示した。 

秋季特別展関連展示（列島展地域展示） 祷�繹��7��ｨ���「発掘された日本列島2007」の関連展示として、当県の ��8�3SC��

「山の記憶」 ����紿��?ｨ�｢�歴史や文化と関わりの深い山岳信仰や山の利用についての 資料を展示した。 

資料紹介展 ������8����ｨ���岐阜県内の地名がついた植物は　80種以上あり、これら �8�3s3b�

「ギフもん大集合！十岐阜県の地名が ついた植物たち－」 ��(��#H�佇��｢�植物の命名の由来をひもとく標本や写真などを展示した。 

第28回日本自然科学写真協会写真展 買#�����緝��?ｨ�｢�著名なプロ写真家、アマチュア写真家によって撮影され �(�3S3r�

「－自然の中の不思議を知る－」 ������3��冕(�｢�た身近な烏や昆虫、植物をはじめ天体や山岳、自然の風景 などの写真を展示した。 

岐阜県図書館収蔵資料展示 買#���(���h��7��｢�岐阜県図書館が所蔵する西国三十三所観音巡りや四国八 滴�3�迭�

「古地図の世界　一巡礼図一」 ���8��#��冦��｢�十八箇所巡りなど、江戸時代の巡礼の様子がわかる古地図 などを展示した。 

マイミュージアムギャラリー �����x����｢�「心響きあう家族展「のぶさんと」～絵・詩画・陶器～」 を始め8回の展示会を実施した。 ��ﾂ�
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〔特別展〕

一夏季特別展－

1　展覧会名称

「恐竜と生命の大進化一中国雲南5億年の旅－」

2　開催期間

平成19年7月6日（金）～9月2日（日）

3　趣旨

雲南省は、古生物化石の世界的な宝庫。生命進化の謎

「ミッシング・リンク」を解く貴重なカギが多数見つか

っている。澄江には、生命が爆発的に発生したカンブリ

ア紀の地層があり、世界中から注目を浴びている。禄豊

や元謀などには、三畳紀からジュラ紀にかけ地上をかっ

歩した恐竜たちが多数眠っている。また東アジアの人類

の起源といわれる人類化石も発見されている。

こうした生命の起源を探る上で重要な役割を担う雲南

省を舞台に、さまざまな化石や中国雲南のすぼらしい

自然と文化を紹介しながら、5億年にわたる壮大な進

化の不思議をひもとくように企画した。

また、この特別展に関連して、「恐竜化石の発掘体験

コーナー」や「化石のクリーニング体験」を：ど、いくつ

かの体験コーナーを用意し、参加体験型の企画展として

も位置づけた。

謬二間蒸発蒸発 
頭闇澄緩ま　　二、・1、、‘畿綴 喜画題，＿ ▲ 劔劔∴　∴∴∴、享．　翼黍 劔劔凵Q姦淫麗姿 ��

繋・ 冓二 ��一二三一一較　　一 ��� ��憲 � ���� �� � 

敦 �� ��羊i〝÷ ��ﾈ��6ﾘ���ｸ�r� 剪� � ��‾∴∴ �� 

宣長窪ま主∴美 劔��馨1、‾ ����

亨∴ 〟．・茸 �� ��∴∴国， �����x����� ����I+9_���劔��欝 

発蒸発発表嚢讃露義　一・、違窓1－i嚢憩室 劔劍ｶ�2�繋繋繁澄潔饗翳蒸器寒黍謀議汚染茎姿－＿＿←＿鮨 劔劔 

展示会場の様子（「ユアンモウザウルス」）

4　展示構成

（1）雲南の自然
・どこにあるの

・どんなところなの

・美しい大地の彫刻

・雲南で見られる生き物たち

・少数民族のくらし

・雲南と日本と似ているもの

（2）動物たちの祖先
・生命の誕生と地球環境の変遷

・大型動物が現れる

・カンブリア紀の生命大爆発

（3）豊かな古生代の海
・澄江動物群後の海洋生物

（4）恐竜の世界

・中生代前期の地球

・恐竜の発見されるところ

・ジュラ紀の恐竜

・三畳紀の陸の景観

（5）束アジアの人類のルーツ
・類人猿から人類へ、

（6）体験コーナー

・恐竜化石の発掘体験

・石こうで恐竜模型をつくろう

・化石のクリーニング体験

・ぬり絵コーナー　他

遊 ■ 

龍 一iJ l ��ｲ������ｹﾖﾃ���ｦﾘ������ｸ7�6ｨ�h���b�������∴∴∴　　∴t ∴∴∴∴十重∴：細∴∴ � 末�>R�

∴ � ��

体験コーナーの様子（「恐竜化石の発掘体験」）

5　関連事業

・恐竜全身骨格の公開組み立て

・特別展講演会「生命の進化と絶滅」

講師：川上純一氏（岐阜大学教育学部教授）
・特別展講演会「雲南の魅力と恐竜たち」

講師：松岡敬二氏（豊橋市自然史博物館主幹学芸員）
・化石のレプリカをつくろう

・石を割って化石を発見

・恐竜博士養成短期集中特訓講座

・ミニ恐竜博士養成短期集中特訓講座

・中国の楽器「二胡」の調べ

演奏：可児二朗の会

蚤案≡藩 剪�� ��三二琶 iiでしょ �� ���� �� ��

醸 � � �� ��r�麗 ��∴ミ：雪「 ．∵∴∴∴÷ 

誓 �� ������′ 剪�劍���ﾂ��ﾈ�����

∴ �� � 

†∴ 閏 

箋騒 き．、 

恐竜全身骨格の公開組み立て
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ー秋季特別展－

1　展覧会名称

「発掘された日本列島2007－新発見考古速報展－」

2　開催期間

平成19年10月6日（土）～11月4日（日）

地域展示は平成19年9月8日（土）～11月4日（日）

3　趣旨

近年の発掘調査成果から特に注目される出土品を中心

に展示を構成して全国を巡回する、文化庁と開催館の共

催事業である。多くの人々に埋蔵文化財を直接見て楽し

んでもらうとともに、埋蔵文化財保護に関する理解を深

めていただくことを目的とする。

展示は「中核展示」と「地域展示」から構成する。中

核展示は、文化庁らの企画による全国の資料を巡回させ

る展示である。地域展示は、開催館が企画・実施する地

域的特色を生かした展示である。

当館の地域展示は「山の記憶」というテーマで、山と

人との関わりを考古資料から探った。中核展示に先行し

て実施したため独自の広報を行う必要があり、一般には

なじみの薄い地域展示という名称に代えて「秋季特別展

関連展示」と称した。

中核展示は人文展示室2、地域展示は特別展示室を会

場とした。地域展示のみ開催期間中の入館料は通常料金、

中核展示期間のみを特別展料金とした。

4　展示構成

（1）中核展示

北海道から九州まで51遺跡で出土した約470点の遺物や

パネルを時代順に展示した。県内の資料は垂井町美濃国

府跡出土の墨書土器などが展示された。今年度のテーマ

展示「発掘されたアクセサリー」では、時代によってさ

まざまなな目的で用いられた美しいアクセサリーを紹介

した。触れる展示として、茨城県内で出土・採集された

縄文土器・土師器・須恵器・古瓦を置いた。

展示風景（ビンゴゲームをする小学生）

（2）地域展示（関連展示）

身近な埋蔵文化財から身近な歴史を考えるというコン

セプトで企画した。先祖の目に「山」はどのように映っ

ていたのかを探ろうと、＜山の恵み＞＜山での暮らし＞

＜ある里山利用の移りかわり＞＜山城＞＜峠＞＜山の信

仰＞＜描かれた山＞というさまざまな観点から展示を構

成した。展示資料は22遺跡250点余に上る。体験コーナー

では養老滝産火打石の体験、ブラックボックスを用いた

美濃産・尾張産山茶碗の触り比べなどを行った。大人用

と子供用2種類の解説シートを準備した。

（3）団体対応など

遠足シーズンに重なることから、学校団体等を対象と

したプログラムを準備した。中核展示会場内に7つの問

題を掲示し、見学者は手持ちの用紙に答えを書き込んで

いく。そして、職員が問題の解説をしながら資料の見所

や見方を紹介していくというプログラムは、小学校高学

年以上に好評であった。小学校低学年には展示資料を探

すビンゴゲームを準備した。これらは土日などに訪れる

家族連れにも好評であった。また、考古フアンの見学者

も多く、担当学芸員による解説を1日2回行った。

会場でとったアンケートから、この特別展は県外から

の来館者が多く（回答者中県外57％）、年代も50代以上

が半数以上を占めるという傾向が示された。一方で親子

連れも多く、「親に連れられてきた子どもたちには難し

いかと思ったが、ビンゴやクイズなど子どもも楽しめる

展示で良かった」というアンケートの声にあるように、

さまざまな年代に対応できるプログラムを準備した効果

があったように感じている。

亀与の捜「左にすかれた王宮のモネを

さく十八」

庵楕された臼を邦あの龍を鱗はII

膏∴を∴南∴厳
事I′・鍬　尊、王事・要録I　く　－1

三、へヽ　摩⊃●l‾i、竺ヅ　こ1■

寄77∴∴∴簾譜仁

岐奪清　貧静養濃溺席蹄の露義士輔i∴∴lは｛成一こ高白星－．

aL？、「、ゝざ〉亡　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　命　　　　　　と⊃ll

美濃国府跡で、「麗（くりや月と禦がれた諸が

見つかりました。この事が書かれた講がたくさん

見つかった膳所は団結の「厨」だったのかもしれ

ません。さて、「醗」とは珂でしょうノ

く事薮
問題（A3サイズ）

き亨ノこく‾、一子購

一誌し、せつ，7て青

嶋5日年望i自軍Aノしこ4日←裏書

計r三一掴細し踊ロロ

霊鳥講評出口ロ
農事′寄　書・づ守1I全工事巾をt‘3日弓

正し－1“ま11番、こつま‾ノ‾‾巧

トイレ　　　　3塞　　　　農場　　　　お穀

事霊忠霊鶉嘉告□

●7′i成＿「こ旬事言∴主上等の′あ」

i‘C導へ亀：ヽこIヽ事‾l賀てどこ

へルrrかきり　　　お古しき　　　5命　　　畏1g）謡貝

むくi銅はたいも

dt録鴨の農kIふ‡表，亨，くのuI、年番｛）で〕ろp－ぐ′　年

解答用紙（A4サイズ）

5　関連事業
・9月13日（木）・21日（金）

「ヒスイのアクセサリーをつくろう」

・10月7日（日）・8日（月・祝）

「こどもの手形～縄文風～をとっておこう」

・10月14日（日）

講演会「『山』を考える3つの視点～恵む山・仰ぐ山i

祀る山一」講師：岐阜大学教育学部教授　伊東久之氏
・10月20日（土）・27日（土）　「まが玉をつくろう」
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〔資料紹介展〕

一資料紹介展1－

1　展覧会名称

「心の宝、ふるさと徳山　～増山たづ子写真展～」

2　開催期間

平成19年4月21日（土）～7月5日（木）

3　趣旨

「ふるさとは心の宝」。平成18年3月7日に88歳で亡く

なられた「カメラばあちゃん」こと、増山たづ子さんが

よく使われた言葉である。増山さんのふるさとで岐阜県

揖斐郡にあった旧徳山村は、徳山ダム建設計画にともな

い、昭和62年（1987）3月末日をもって廃村した。

増山さんは、太平洋戦争でご主人と弟さんを亡くした

が、二人がいつか生きて帰ってくるかもしれないという

思いを持ち続けた。お二人が帰ってきた時、徳山の様子

を説明できる記録を残しておきたいとの考えから、60歳

を過ぎてカメラを手に、愛するふるさとを写真に撮り続

けた。人びとのくらしや豊かな自然を生き生きと写した

それらの写真は大きな反響を呼び、いまなお見るものを

引きつけてやまない。

本展では、当館に寄贈された写真パネル200点余りを3

期に分けて紹介し、増山さんが使用したカメラや徳山の

民具をあわせて展示した。

4　展示構成

（l）増山たづ子さんと徳山の紹介

増山たづ子さんと徳山村についてパネルや写真などで

紹介した。

また、エイボン功績賞のプレート・冊子、増山たづ子

さんの普段着姿（帽子・ブラウス・ズボン・杖・ウエス

トポーチ）を展示して、導入とした。

（2）徳山の四季

徳山には四季の変化に富む豊かな自然があった。増山

さんの撮影した写真により、四季折々の風物詩を紹介し

十十離薄輔1－ � ��∴ r「： � ��b�Jﾒ�●： 

iJi‡－ ∴∴ �� � �+2�∴∴∴ 

←Ii＿‾： 劔 �� 劍K墨 舒ﾒ�

‘懸雲 劔饗筆灘顧騒 

珊■囲曲調一、二一∴∵信士十二二十一°，一一十一一二すご一握1－－÷1－－摺旗〇一i語手一、1年・■．＿・1，　－－－1年、十一一　　　　1－－－－　淋一・一・＼、■1－－－－－、－1－1 

展示会場の様子　1

た。

（3）徳山の人びととくらし

徳山では、人びとがお互いに助け合い心豊かに暮らし

ていたといわれる。増山さんが撮影した写真で徳山の人

びとと日々の生活を紹介した。

（4）徳山最後の日々

ダム建設工事、移住、廃村。増山さんのカメラがとら

えた変わりゆくふるさと徳山の姿を写真で紹介した。

（5）徳山の民具

旧徳山で使用した生活・生産道具としてカゴ、イズミ、

モジを展示室中央の右側奥にオープン展示した。

（6）増山さんゆかりの品々

展示室中央にケースを4つ配置した。
・増山さんの写真に関わるもの（入口正面）

最初の写真、愛用のカメラ、写真集など
・増山さんの写真以外の作品（左側奥）

直筆の作詞原稿など
・旅館増山屋に関わるもの（左側奥）

宿帳、ゴム印、切手入れなど

（7）音響、上映コーナー

展示室内では、CD「たあばぁちゃんの昔がたり－増

山たづ子・旧徳山村の昔話－」（企画・構成　野部博子

（子ども文化学びの舎））第1集と第2集をBGMとして使

用した。

展示室外のフロアーで当館制作の静止画番組「たづ子

ばあちゃんの徳山アルバム」（10分）を上映した。

展示会場の様子　2

5　関連事業

5月27日（日）

講演会　「旧徳山村の昔話の採訪から学んだこと
－増山たづ子さんからのメッセージー」

講師　　野郎　博子氏（滋賀県立大学准教授）

70名（一般67名、小中高校生2名、幼児1名）の参加者

があった。
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一資料紹介展2－

1　展覧会名称

「ギフもん大集合！I

－岐阜県の地名がついた植物たち－」

2　開催期間

平成19年11月13日（火）～12月24日（月）

3　趣旨

本巣市内の地名がついたマクワウリ（本巣市真桑地

区）、下呂市内の地名がついたクラガリシダ（下呂市中

坂町落合クラガリ）など、岐阜県内の地名がついた植物

は80種以上ある。なぜ岐阜県の地名がつけられたかを

調べると、岐阜県内が一番栽培が盛んだったから、岐阜

県内で初めて見つかったから、岐阜県内にしか分布しな

いからなど、植物によって理由はさまざまである。しか

しそれぞれの理由を調べていくと植物の世界の不思議さ

や岐阜県の多様な自然の様子、郷土の自然を解明した研

究者の姿が垣間見えてくる。

本資料紹介展では岐阜県の地名がついた植物とその名

が付けられた由来などを標本や写真などを通して紹介し

た。地元の名がついた植物を通して植物に興味を持ち、

名前の由来から植物の世界の不思議さや岐阜県の自然の

多様さを感じてもらい、郷土の自然の理解や愛着を育む

ことをねらうものとした。

謡畿議撥畿三 劔� 

・一 凵�　　　嘉＿ii．＿ニ 

濁 

i＿i：’la ÷∴∴∴ ：÷∴ � 

∴∵登面相に∴「∴　　　∴∵∵「∴∵「翳で要田容 

章一 剪� �� 

議 剪�監豊平．認軽 

＿　　　　一　一一一iii一一1－ 

展示風景

4　展示構成

（l）元祖　ぎふブランド！？　マクワウリ

栽培が県内で盛んだったために、岐阜の地名が付いた

植物を紹介する。ここでは本巣市真桑地区で栽培が盛ん

だったマクワウリを紹介した。

（2）見つかった場所が岐阜だった！

岐阜県以外にも分布している植物だが、発見された県

内の地名が付いた植物を紹介した。飯沼慾斎が見つけて

牧野喜太郎が名付けたノウゴウイチゴ（バラ科：本巣市

根尾能郷白山）、地名も植物も絶滅の危機にあるクラガ

リシダ（ウラボシ科：下呂市中坂町落合クラガリ）や伊

吹山と白山の名がつくさまざまな植物たちを標本やレプ

リカで展示した。

岐阜の地名が付いたアザミとキンポウゲの仲間

（3）岐阜で独自の進化を遂げた植物たち

岐阜県付近にしか分布していなくて、ここで独自の進

化を遂げたと考えられる植物を紹介した。ミノシライト

ソウ（ユリ科）、トウノウネコノメ（ユキノシタ科）や

地域ごとで変異が大きいために地名が付いた植物が多い

アザミ（キク科）やトリカブト（キンポウゲ科）の仲間

を紹介した。また、東涯地方を中心に分布する特殊な湿

地に適応して、独自の進化を歩んできたミカワバイケイ

ソウ（ユリ科）を紹介した。

（4）岐阜の植物相を明らかにする取り組み

岐阜県のどこにどのような植物が生育しているか。そ

れを証拠となる標本を採集して岐阜県博物館に集め、「植

物誌」を刊行しようと岐阜県植物誌調査会が活動してい

る。ここでは植物誌調査会の活動の様子を紹介した。

（5）岐阜の名がつく動物、昆虫、岩石、化石

岐阜の地名が付いているのは植物だけでなく、ヒダサ

ンショウウ才、濃飛流紋岩、カニサイなど動物、昆虫、

岩石、化石もある。それらも合わせて展示した。

∴さ一∴∵∴ 響∴高田話．∴一報閻 懸一一一一二一言諒霧素案詰圭一予言十一一叢麗醸萎饗発露 　誉÷i・－繋三二‾二二1－ 瀧．． 　∴iミ 〇°””音響騒懇題塩 � ��ﾂ� 

植物標本製作の実演

体験コーナーを設けることはできなかったが、植物標

本を台紙に貼る作業を会期中、会場内で実演して標本の

意義、作り方を展示した。特に小学生の女子に人気があ

った。
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〔岐阜県図書館収蔵資料展示〕

1　展覧会名称

「古地図の世界　一巡礼図一」

2　開催期間

平成20年2月16日（土）～3月20日（木）

3　主催

岐阜県図書館・岐阜県博物館

4　趣旨

岐阜県図書館に併設された世界分布図センターは

日本一の規模をもつ「県立の地図資料館」で、世界

約180余の国と地域の地図や図書資料を約14万点収蔵

している。中でも、現在発行されていない資料価値

の高い古地図（こちず）は、地理的情報に加えて、歴

史的情報を併せ持つ貴重な資料となっている。

古地図には、文字にすれば多数の紙面を要する情

報が一枚の紙に納まっているので、見るほどにその

意図や背景がわかり、味わいが深まる。また、なが

めるだけでも、現在の地図と違う独特の表現方法や、

色の使い方などを楽しめる。こうした古地図の価値

や魅力を紹介するため、平成13年度から毎年、実物

の展示が可能な県博物館において「古地図の世界」

を共通テーマにした展示会を開催している。

5　展示構成

今年度は、全国に知られている西国三十三所観音

巡礼や四国八十八カ所遍路をはじめ、江戸時代を中

心とした各種巡礼図を展示し、日本各地の様々な巡

礼を紹介した。

江戸時代は、庶民の巡礼が盛況な時期で、道中の

手引き書として多くの出版物が刊行された。とりわ

け、折りたたんで持ち運びできる絵図は旅の必需品

で、土産用としても人気があった。巡礼図には宿場

問の行程や各札所のほかに、途上の名所なども記さ

れ、巡礼者の見聞を広めるためにも役立った。

：∴：ミ 伜"�
一　　　　　　　　一　　　　i ���耳耳耳耳璽����ﾈ����ﾈ�X耳示�ｨ�ｨ�����耳���7��
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展示会場の様子

展示では、　百観音巡礼（西国三十三所・坂東三

十三所・秩父三十四所）など特定の神仏を本尊とす

る社寺のみを巡拝する「本尊巡礼」、　四国八十八

カ所など特定の宗派の開祖や高僧のゆかりの寺々を

巡る「祖師巡礼」、　「その他の巡礼」の3部構成

とし、江戸時代を中心とした各種巡礼図41点の実物

を展示して、紹介した。

（1）本尊巡礼

岐阜県でもなじみが深い谷汲山華厳寺で終わる「西

国三十三所」、関東8カ国（現1都6県）にまたが

り全行程は約1，300　にもおよぶ「坂東三十三所」、

江戸から近く、多くの巡礼者で賑わった「秩父三十

四所」の「百観音巡礼」のほかに、武蔵国の阿弥陀

仏を安置する六力寺を巡る「六阿弥陀」、隅田川「七

福神巡り」の巡礼図や、清水寺・長谷寺などの札所

を描いた境内図も展示した。

各札所の環境が変化する現代にあって、これらの

絵図はいずれも当時の信仰や旅の在り方を知る手が

かりを私たちに提供し、歴史的・文化的遺産の継承

や景観の維持・復原にも役立つ責重な資料となって

いる。
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「西国三十三所方角絵図」／享保19年（1734年）刊

筆により彩色された初期の大型巡礼図（80×80cm）

（2）祖師巡礼

四国各地に散在する弘法大師（空海・774－835）

ゆかりの寺院・聖跡（霊場・札所）を巡拝する「四

国八十八カ所」や、その写（移）し霊場として全国

各地に開設された「新四国八十八カ所」と、現在は

行われていないが、親鸞の東国の門弟から本願寺が

選んだ24人が創建した寺院を中心に巡拝する「親鸞

上人二十四輩」の巡礼図を展示した。

（3）その他の巡礼

鹿島神宮・息栖神社・香取神宮の「三社めぐり」

や熊野三山への「熊野詣」の巡礼図を紹介した。
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〔第28回日本自然科学写真協会写真展〕

1　展覧会名称

「－自然の中の不思議を知る－」

2　開催期間

平成20年1月6日（日）～1月31日（木）

3　趣旨

日本自然科学写真協会（S S P）は、自然写真や科学

写真を撮影している、プロからアマチュアまでの写真家

を中心にして、この分野に関係のある研究者や教育関係

者などが集まっている団体である。1978年に設立されて

から、自然科学の写真文化向上と発展のための活動の一

環として、写真展（S S P展）を毎年のように開催して

いる。

写真展は富士フォトサロン（東京・大阪・福岡）を皮

切に、全国の科学館やギャラリーを巡回するが、当館で

の展示は、第20回以来、8年ぶりとなる。

第28回となる今年度は、「創立30周年記念2007S S P

大賞一般公募自然写真コンテスト」の入賞作品も含め、

顕微鏡写真、動植物、水中、山岳、地形、風景、天体な

ど多様な自然科学の写真を118点展示した。

4　展示構成

（1）顕微鏡・科学

「ミルクの傘」（撮影：伊和地国夫）、「南アフリカの

ゾウムシ」（撮影：小檜山賢二）など6点を展示した。
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会場風景1

（2）昆虫

「ニイニイゼミの羽化」（撮影：今森光彦）、「闇を飛

ぶ」（撮影：栗林慧）など27点を展示した。

（3）水中・水棲生物

「キビレミシマ」（撮影：飯田能之）、「餌を奪い合う

マヒトデ」（撮影：中村征夫）など15点を展示した。

（4）鳥・動物

「コウノトリ」（撮影：種村ひろし）、「キリンの首の

上にて」（撮影：内山歳）など22点を展示した。
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会場風景　2

（5）山岳・天体・自然風景

「銀河の滝」（撮影：作美善男）、「紅葉の仙人池から

望む裏剣岳」（撮影：谷内久一）など36点を展示した。

（6）植物

「タムシバ」（撮影：八木祥光）、「ハナオチバタケ褐

色型」など7点を展示した。
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会場風景　3

（7）コンテスト入選作品

「渓谷のランチタイム」（撮影：大辻一徳）、「お母さ

んと一緒」（撮影：堀井幸雄）など5点を展示した。
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〔マイミュージアムギャラリー〕

1運営の概要

県民（在住、在勤、ゆかりの人）が収集・所蔵してい

るコレクションや生涯学習の成果作品を募集し、一定期

間、公開展示の場とする。マイミュージアムギャラリー

企画運営委員会によって審議された内容を参考に作成し

た展示計画に従い、順次展示をする。出展者の募集は常

時行っている。

2　平成19年度の展示状況

回 �5x麌ｯｨｭB�出　展　内　容 偬���5x���"�

1 滴ﾈ��?ｨ��?ｨ�｢�心響きあう家族展 冲ﾈ棹�倡��
～ ��X,ﾈ-H+8/�,h�b�

5月　6日（日） ���､x�X靼柯�Y:舒ﾘ���

2 店ﾈ��9?ｨ��?ｨ�｢�城下町真木 俐盈��飭ﾈ,ﾂ�

～ 6月17日（日） ���+ｸ,ﾉ��讓,i[h嶌���ノ∠ゝ ヱミ 

3 塗ﾈ�#I?ｨ��?ｨ�｢�華麗で多彩な犬山 �7�68ﾕx謦�

7月29日（日） 傲I;���YGY5r�

4 嶋ﾈ���Y?ｨ��?ｨ�｢�旅する種子・湿地 偃y$ｨﾅｸ���
～ �,i��Z��田中簗二 

9月17日（祝） ����(髦,ﾉ��Z位�,I^�*ｸ���

5 祷ﾈ�#9?ｨ�偬ｨ�｢�木に吹き込まれた ��69<H譴�

10月28日（日） 冖ﾒ�

6 ���ﾈ���9?ｨ�偬ｨ�｢�子供歌舞伎・舞踊 冢ﾉ�ｩ{I_R�
～ 丶yﾄ�耳柯ﾔ�*ｩ�ﾈ*"�

12月　9日（日） �+ﾙ�ｨﾙ�ﾜ����

7 ��(ﾈ��i?ｨ��?ｨ�｢�冬花～プリザーブ 佩9:�wHﾈ��

～ �6�7H8�8��ｸ�Y|�,ﾈ截�長瀬みゆ紀 

2月　3日（日） ��Xﾌ9Wｨ,ﾈ扎,�,x���

8 �(ﾈ���?ｨ��?ｨ�｢�8ﾈ�#�?ｨ�偬ｨ�｢�古布の布絵展 僮)m�+X,8.��

3　展示記録「マイ・コレクション」の発行

展示紹介チラシ「マイ・コレクション」を各回の展示

ごとに発行した。平成19年度は7年度からの通番で第95

号から第102号まで発行した。

4　出展者による解説・講演・実演等の開催

今年度は、出展者と来館者とのふれあいの場をなるべ

く多くもつために、会場での展示解説以外に出展者によ

る講演会、教室等を積極的に開催した。

〇第1回「心響きあう家族展『のぶさんと』」
・コンサート　「歓び」

日時　平成19年4月21日（土）14時～15時30分

出演　有賀詔子氏、遠藤和氏

場所　マイ・ミュージアム：ハイビジョンホール

コンサート「歓び」の様子

・コンサート　「生命（いのち）よ、ありがとう」

日時　平成19年4月28日（土）13時30分～15時30分

出演　有賀紹子氏、佐藤智子氏、前田保夫氏

場所　マイ・ミュージアム：ハイビジョンホール

〇第2回「城下町妻木」
・教室　「ダンボールでよろいをつくろう」

講師　妻木城址の会　加藤信介氏

目時　平成19年5月20日（日）13時30分～15時30分

場所　本館講堂
・講演　「城下町妻木～その歴史と文化～」

講師　妻木城址の会　黒田正直氏

日時　平成19年6月9日（土）13時30分～15時

場所　マイ・ミュージアム：ハイビジョンホール

〇第3回「華麗で多彩な犬山焼徳利・盃展」
・トーク　「犬山燐の魅力」

講師　土田晃司氏

日時　平成19年7月7日（土）13時30分～14時30分

場所　マイ・ミュージアム：ハイビジョンホール

〇第4回「旅する種子・湿地と植物」
・教室　「植物の種子を調べてみよう」

講師　守谷啓子氏

日時　平成19年8月7日（火）10時～11時30分

場所　本館講堂
・ギャラリートーク　「可児の湿地と植物」

講師　田中集二氏

日時　平成19年8月25日（土）・9月1日（土）

10時30分～11時30分、13時30分～14時30分

場所　マイ・ミュージアム：マイミュージアムギャラリー

〇第6回「子供歌舞伎・舞踊絵展」
・実演　「勘亭流歌舞伎文字」

講師　野村龍峯

日時　会期中終日

場所　マイ・ミュージアム：マイミュージアムギャラリー
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実演「勘亭流歌舞伎文字」の様子

〇第7回「冬花」
・教室　「古布の花でコサージュをつくろう」

講師　長瀬みゆ紀氏

日時　平成19年12月22日（土）13時30分～15時30分

場所　本館講堂
・教室「プリザーブドフラワーでつくるしずく形リース」

講師　後藤菜月氏

日時　平成20年1月19日（土）13時30分～15時30分

場所　本館講堂

〇第8回「古布の布絵展」
・教室　「古布でにわとりの置物をつくろう」

講師　白木しづゑ氏

日時　平成20年2月28日（木）13時30分～15時30分

場所　本館講堂

第1回展示に関連して行ったコンサート「歓び」では、

名古屋フィルハーモニー交響楽団の元コンサートマスタ
ーでヴァイオリニストの遠藤和氏が友情出演し、会場は

満席であった。出展者の体験をもとにした生命の尊さを

語る詩の朗読とそれに重ねて演奏される感情豊かなヴァ

イオリンの音色は来館者一人一人の心に響いていた。

第6回展示の野村氏は連日来館し、一人一人の来館者

とコミュニケーションをとり、交流を深めた。「勘亭流

歌舞伎文字」の実演では、来館記念として来館者やその

家族の名前を自作の用紙に書いて手渡した。会期中に手

渡した枚数は2，000枚を超え、大盛況であった。

出展者も来館者もこうした交流する場を通して、互い

にふれあえたことに満足している様子であった。

5　博物館同人としての登録

出展者は博物館同人とし、1団体及び9名に同人登録証

を発行した。

6　平成19年度の出展申し込み

竹の根の部分を利用した竹細工、大型の木彫作品、山

野草の鉢植え等の生涯学習の成果としての作品、鉄道模

型や鉄道グッズ、鉄腕アトムを中心としたアニメグッズ、

陶器、中国翳翠の彫刻、書画、銅版転写の近代陶器、夏

の友、矢立、中村久子女史の遺品等のコレクションなど、

県内各地から計15件の申し込みがあった。コレクション

の申込が増加し、どの年代にも対応できるバラエティー

に富んだ幅広い内容であった。

7　マイミュージアムギャラリー企画運営委員会

○期日10月23日（火）　○場所　本館会議室

○議題

（1）これまでの展示の経過と課題について
・ほとんどの展示で、展示解説や製作教室などの多彩な

催し物を開催している。申し込み状況によってコレクシ

ョンより作品が多い展示計画になっている。

（2）平成20年度展示計画及び今後の課題について
・出展者の年齢や健康状態なども展示計画を立てるにあ

たっての一つの観点としてもよいのではないか。
・コレクションの展示後の売買については、要綱にある

ように営利を目的とした行為及び営利につながる行為は

禁止となっているので、出展者に周知、徹底する。
・壁面を利用した展示、各教室や講演など展示に関連し

た催しものを開催するなど、工夫のある展示を行うよう

に出展者に要望していく。
・来年度の予算が決定した後に、展示回数及び展示内容

については博物館長が最終決定を行い、博物館長の要請

によっては本会を緊急招集する。
・過去に展示経験のない出展者を優先するのではなく、

出展内容や全体のバランスの中で展示経験の有無を考慮

しながら展示計画を作成する。
・作品展の展示は他の施設でも可能なので、コレクショ

ン優先という方針は今後も踏襲していきたい。
・今回はコレクションが多く、内容も濃いものばかりで

あった。今後もコレクションの開拓に力を注いでもらい

たい。

○委員の構成

氏　　名 冩����������������R�

委員 ��ｹzx���y��岐阜県議会教育警察委員会委員長 

II ����ﾈ��;��ﾒ�岐阜県市長会代表 

II 倩Xｹｹ�ﾈ�?��名古屋大学名誉教授 

II 舒)68���ﾉu��会社会長 

lI �9:����(蔗�関市教育委員会教育長 

II ��:���{(爾�岐阜県公民館連合会長 

Il 俚):���ﾏXﾔr�岐阜県町村会代表 

Il 刋�ﾊ���l餮b�岐阜県社会教育委員連絡協議会長 

I／ 侘9�ﾈ����k��前岐阜県博物館長 

II 兀�:���l韈��岐阜県地域女性団体協議会代表 

II 亳y68����dﾂ�岐阜県芸術文化会議会長 

／I 偃�ｷｸ���ﾙnR�岐阜県博物館協会理事長 

会長は吉田豊氏、副会長は若宮多門氏が就任。
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［調査研究・資料収集活動］

一人文部門－

1調査研究

＜考古分野＞

○企画展示に係わる調査研究

特別展関連展示「山の記憶」に関わる調査研究を行い、

展示に反映した。山との関わりを読み取ることができる

資料・遺跡について調査し、評価した。目を引く逸品で

はないが地域の歴史を雄弁に語る様々な資料を、今まで

にない視点で展示することができた。列島展を見に来た

日の肥えた来館者にもインパクトを与えることができた

のではないかと思う。

○寄贈資料・館蔵資料に係わる調査研究

下呂市三ツ石遺跡採集資料について、『調査研究報告』

第29号において紹介した。当遺跡は下呂石原産地である

湯ケ峰の南東、直線距離で2km余りとほど近いところに

位置している。原産地近隣における石器制作・石材消費

のあり方を明らかにすることは、下呂石の消費・流通を

考える上で欠かせないことであり、今回は石核を重点的

に図化した。下呂石がどのような形で遺跡内に持ち込ま

れ、どのような剥片剥離・石器制作が行われたのかを考

えた。資料紹介にとどまらず、ひとつの研究モデルを提

示することができた。

＜歴史分野＞

○平成19年度岐阜県図書館収蔵資料展示「古地図の世界
一巡礼図一」に係わる調査研究

巡礼図の用語について調査研究し、図書館とも協議し

て分かりやすい解説キャプションの作成に生かした。ま

た、巡礼図を興味をもってみることができるように、巡

礼の用具を展示し補助資料とした。

○平成20年度資料紹介展「ぎふの旅いまむかし～街道・

交通・観光名所～」に係わる調査研究

庶民の娯楽として発達した旅の様子を知る手がかりと

なる資料について、調査研究を行った。江戸時代では、

錦絵に描かれた宿の情景や名所旧跡を紹介する絵図や冊

子、「早道」などの旅道具から、街道を歩いていく旅の

様子について調査研究を行った。また、明治時代以降で

は、各地の観光案内の冊子や鳥轍図、えはがきなどから、

県内各地の観光名所と鉄道や車でいく旅の発達について

調査研究を行い、資料紹介展の準備を進めた。

○寄贈資料・館蔵資料に係わる調査・研究

寄贈された資料の整理と調査研究を進めている。今年

度は、明治から昭和期に発行された貨幣の寄贈がある。

人々のくらしに密接なつながりのある資料であり、今後

の展示活動に生かしていきたい。

＜民俗分野＞

○寄贈資料・館蔵資料に係わる調査研究

3階ロビーにある昭和の居間では、身近な生活道具な

どの資料をジオラマ的に展示紹介している。季節ごとに

展示替えを行うため、館蔵資料とその活用について調査

研究を行うとともに、新規の寄贈資料についても積極的

に調査し受け入れを行った。他の資料についても常設展

示の中で、定期的に特集展示の形で展示した。

○平成19年度資料紹介展「心の宝、ふるさと徳山」に係

わる調査研究と展示

4月21日（土）から7月5日（木）まで展示を実施した。開

催直前まで資料調査を行い、借用した遺品から増山たづ

子さんの人柄もあわせて、写真パネルを展示することが

できた。

○平成21年度特別展「岐阜県の文楽～あやつりの技と伝

統～」（仮称）に係わる調査研究

人形浄瑠璃文楽は、太夫（語り）・三味線（伴奏）・

人形遣いの三業が一体となって構成される舞台芸術であ

る。岐阜県では、現在も真桑・半原・恵那・室原・大井
・付知の翁舞の6つが各保存会により郷土芸能として守

り継がれている。展示に向けて、祭礼および発表会での

実地調査、博物館等が所蔵している資料については資料

の調査を実施した。

＜美術工芸分野＞

○展示資料に係わる調査研究

今年度は常設展示の資料入替を平年よりも頻繁に行っ

た。このときに重点を置いたことが、収蔵品で未公開の

資料、及び長い間出陳していなかった資料を展示公開す

ることである。

収蔵品の未公開資料には浮世絵が多い。既に終えてい

る基礎調査に加えて、さらに調査を重ねた。そして、一

般市民に提供できる情報を掘り起こした。その成果を解

説パネルに反映させて来館者に′示した。

また、長期間展示していなかった資料には刀剣・刀装

具や染織、飛騨春慶などがあった。これらについても、

さらなる調査を重ねた。既に終えている調査結果を見直

し、改善を加えた。この成果も解説パネルに反映させて

来館者に提示した。

○岐阜県の仏像に係わる調査研究

自治体からの依頼によって仏像調査を行った。時代判

定をはじめとして構造観察や採寸等を行い、基礎データ

を取得した。現地での説明や質疑応答も行った。これま

で専門家によって調査されたことのない仏像ばかりであ

った。県内にはこのような仏像がまだ現存していると思

われる。今後も文化財の把握に努めたい。

また、当館でのカルチャー講座「岐阜のほとけたち」

を年度1回の恒例行事とした。今年度は岐阜県の仏像と

中央の仏像との関係を考察し、岐阜県の仏像の性格を論

じた。一般向けにわかりやすく話をするよう心がけた。
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2　資料数一覧

分　　野 們���Z��複　製 俾俥ﾈ�Y�ﾂ�館蔵計（内寄贈数） 倆���w��寄　託 ��ﾘ����ﾇb�

考　　古 店�3S迭�164 鉄"�5，811（5，399） �3SB�656 塗�3�#��

歴　　史 滴�33#��34 ��#"�4，476（4，170） 鼎��178 滴�3s�"�

民　　俗 祷�33Cr�1 ���9，348（7，040） �#3��114 祷�3s���

美術工芸 ���3Sッ�17 ���1，603（1，082） 涛R�1，336 �8�3�3B�

計 �#��3イ��216 ��sB�21，238（17，691） 都3b�2，284 �#H�3#S��

3　寄贈資料一覧

資　　　料　　　名 �5��B�

弥生土器（美濃加茂市道上遺跡） 澱�
貨幣 鉄2�

貨幣 湯�

トランク 鳴�

ラジオ ���

自動蝿取器 ���

蚊帳 ���

8ミリカメラ他 釘�

刀　銘　兼則 ���

合　　計 都r�

4　購入資料一覧

資　　　料　　　名 �5��B�作　者　名 

飛騨高原峡かみおか ���吉田初三郎 

飛騨の小坂 ���吉田初三郎 

合　　計 �"� 

弥生土器（美濃加茂市追上遺跡）

8ミリカメラ

刀　銘　兼則

箋 � ���E�7ｲ� �� �� �� � 

－’一㌢・ 喜連。．・ 

∴「ヾ∴∴∴∴∴∴三三二一㌧∴ 三∴∵∴ ������ �� �� �� 凭ﾒ���

∴●‾ ※ �� ��X��8H�X����X�B����(�h�h��� �� ����

襲顕・懸綴態 � 

飛騨高原峡かみおか

∴事由虫÷ミi 凵�u÷一 言∴∴÷ 儉��「 潰‾＿ii二 離iま ���)ｨ����i?�耳耳耳��� �����ﾙI延亳8�-8�������劔　　∴千 灘繋義幸繚：∴ 
ミ‾畿響議畿 � ���� �� ����浪高士東熊・ 

誓索・・‘箸■ � ��

．‘着‘ 剏q醸・〇・11 ��Y�B� 仂��H����� 剪�劔 

∴一　　　　　　　∴言と王室■∴ � �� 

一言　∴　∴÷∴∴　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　∴∴ 

・題 �� �� 偸員�� ��仄ﾙIhｵ��ｶ�ﾆ��(ｼh曝�9�｢��8�H�Hﾇ���X�Y�ﾇ�UHﾇ�5儉ﾘ��^2���J闔ｨ�X耳�YmB���∴ ��繋懸叢遜撥讃 

ヲ：：： ��遜 �� �� ����R�劍�b� �� 

、 �� 俯ﾒ�剪� �� 

飛騨の小坂
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一自然部門－

1　調査研究

＜動物分野＞

（l）平成20年度特別展に関わる調査

平成20年度に行う特別展「骨のあるやつ」の準備のた

め、動物の骨標本を収集した。

三重県鈴鹿市でウミネコ、オオミズナギドリなどの鳥

類の骨格、アカウミガメの肋骨、和歌山県串本町でアオ

ウミガメの骨格、クジラ類の椎骨板、イルカ類の下顎を

拾得した。

また、カサゴ、カツオ、サワラ、スズキ、イシガレイ、

アカガレイ、ヒラメ、ギンアナゴ、オアカムロ、マアジ、

マダィ、マルアジなどの魚類の頭骨、ヒメウ、オオミズ

ナギドリ、ウミネコ、ウトウ、ハシブトウミガラスなど

の鳥類の分離骨格標本を家庭用洗剤や入歯洗浄剤を使用

して自作した。

騒遥遠蚤 　を“ ぎ墨：「－∴∴ 凵@　三∴ 麗醗繋繋 亀嵩 刮_を‘・ ：子 ．麗・ 

・－二義態蘭 ．連∴÷∴∴さき ミ：∴ ��X���X�x�Y:�ﾉﾂ�ﾚyU�� �� 亳9�移r������B��X���

三 一∴主言ミ 

一間聞享 � �� 

二 �?�� ��
クジラ類の椎骨板

（2）百年公園の生物相の調査

百年公園に生息するチョウ類をルートセンサスで調査

した。また、赤外線センサーカメラを5台設置して、公

園内に生息する哺乳類を撮影した。

＜植物分野＞

（l）クヌギとアベマキの分布調査

昨年に続いて、クヌギとアベマキ、両種の雑種につい

て葉の裏の星状毛の数や樹皮の縦薮の数などの形態をも

とに分類して分布を調査した。また、岐阜県森林文化ア

カデミーと共同で、これらの葉の遺伝子についても調査

した。

（2）北ノ俣岳～双六岳植物分布調査

北アルプスの高山植物調査3年目である。本年度は飛

騨市神岡町内の北ノ俣岳から高山市の黒部五郎岳、双六

岳、左俣谷にかけての亜高山帯と高山帯の植物分布調査

を行なった。

（3）稀少野生生物調査

岐阜県の指定稀少野生生物の調査を行った。その結果、

セップンソウとフクジュソウの生育地として新たにそれ

ぞれ2カ所確認したほか、クマガイソウ、サルメンエビ

ネの生育地もそれぞれ1カ所確認した。

「∴■ 精一 ∴∵∴∴一∴」 題額弱国闇 ∴∴ ���ﾘfb���������：il 緩一一 ∴ ��ｶ末���ﾈ����ﾃ���?�蕀���X岐�一i； ����������� ����x�h�耳�b����h�X���自>��i4ﾙ68����������H�����畏(����ﾋ餃ｹ?��hｬ仗�<���Y�9nﾉ?�ｻ�r�既m�?�自|��H��侭^ｲ��h��+8���閲���h袙�員ﾂ�耳�8�ﾇ��遥 ：二∴ ÷∴ 

∴ �ｨ���ｹDb�、「 ���������b����ﾈ�Y?��."�

クマガイソウ

＜地学分野＞

（1）化石調査

岐阜県瑞浪市に分布する瑞浪層群（第三系）について、

新しく造成されたサイエンスワールド第2期工事区域の

化石調査を行った。岐阜大学教育学部の院生と学部生6

名と当館職員2名の計8名が参加し、瑞浪化石博物館の柄

沢氏等も見守るなか実施し、ビカリヤの集積層などが見

つかった。将来的には、子供の化石採集体験だけでなく、

高校生以上を対象とした研究資料の採集地として十分活

用できるものと思われる。

（2）岐阜県博物館等と連携した教育の実践的研究

「子どもが主体的に学び、科学が好きになるための教

育システムの研究」（科学研究費補助金基盤A　代表

国立教育政策研究所　五島政一）のプロジェクトの一つ

として、博学連携授業や、野外授業のありかた等につい

て研究した。教師が野外活動を行える能力を身につける

教師教育プログラムの開発のための方策を検討し、プロ

ジェクトの最終年であるため、県内の教育関係者を募っ

て研究発表会も実施した。

速ま∴∴＋∴ 敵∴謹盤尋 ∴ヽ一： 一圏」：干 凵Pil要 事：「：∴∴ 鰻i‾i義 

‘‘瞭 縛 

S �� ��宮1－1 　ペ　繋． 

義 子 迄��)ｨ����依��b������z2���8x���認諾i轢澄 ���?��ｨ�ｨ���ｨ�ｨ�ｨ���ﾝw'(�����R�∴ 鰭醸 璃欝淫一類 賀来‘ 工費売 子高三1∴ 湊 ‾1－“‾‘「7－ ��亳2�饕�~��位霊 薬 翠 ーiニi‾ヽ ∴÷ 1ミミ 

∴∴ （堅強 凵F二十‾－ 1．－1・曾 ÷－：： 封 凾ﾕ： 馬 ∴÷」 ��X��������|��ﾇ��

露頭での実習風景（岐阜県百年公園内）
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2　資料数一覧　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（平成20年3月31日現在）

分　　野 亊����������劍妤��w��寄　託 ��ﾘ��ﾇb�

実　物 兒����ｲ�自作・その他 亊���ﾇh��>�ｯ����H�｢�

動　　物 �38�3����16 ��3"�33，948（18，991） ���0 �38�3鼎��

植　　物 �#H�3c途�86 �����24，973（11，062） ���0 �#H�3都2�

岩石鉱物 �(�3�釘�5 都2�2，272（579） �"�0 �(�3#sB�

化　　石 �(�3����70 �#B�2，103（1，084） �#��27 �(�3�S��

そ　の他 田2�22 ��s"�257（　21） ���0 �#Sr�

計 田(�3sc2�199 鉄���63，553（31，737） �3��27 田8�3c���

3　寄贈資料一覧　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（平成20年3月31日現在）

資　料　名 �5��B�資　料　名 �5��B�資　料　名 �5��B�

カワセミ ���フクロウ ���キジ �#��

洞窟生昆虫 ����カワセミ ���モズ ���

チョウ類標本 �3��J��サツキマス ���植物化石 ����

サンコウチョウなど 釘�メボソクシクイ ���県内植物さく葉標本 滴�3����

巾ララトライチョウなどi　3 �1昆虫標本 ���S�J��

4　購入・委託作成資料一覧 （平成20年3月31日現在）

資　料　名 �5��B�購　入　先 倬���{���kﾂ�点数 俎x��?ﾈ���b�

チヤバラアカゲラはく製 鳴�個人 �,ﾙ(驀鞁ﾈｦ儷ygｲ�4 �8ﾈｹ�>�68怦ｧx���

鳥類骨格標本 ����東京内田科学社 仍ｹ}鞁ﾈｦ儷ygｲ�8 �8ﾈｹ�>�68怦ｧx���

：容器藍，ー 
1－　－1－1－－一　1十　一∴中寺i∴ 

植物化石（シダ種子類）

＼∴ 　∴∴ 凵�� 豫俎Xﾉyz8��x8ﾉﾉ=ﾂ��X����ｨ���X�H���ﾂ�ｧｩyhﾇ�Jﾙ�����窓 弾 

一義・ －ヾ∴∴一∵∴一∴一 ���� ��

÷緩 ：哀 �����ｨ����X��������ｻ��ｶ2� ������閂��

チヤバラアカゲラ

護 
応轟醸　　　　　聞 

一箪穏裳義一　　　　　　　　　書　　　　　　　　　証繋議観へ 

8　　　㌔浩一　　　　　　　　　　　　　一室＿L　　　　　　　　　　ii竜三遥麗艶臥 ∴こie，「∴基ヽ言．∴　　　　言∴－i：∵∴ 子　　　－酷塗種888gは相室∵∴ ‘〝1．．襲一・．i　i．・・一㌦－一越教㍗ 

繋　、1㌔二議導因∴重野∴∴ 
ー㍉黍轟も∴∴　二言∴∴　√墨／　ザ 

畦弱藤　　一一言∴‾脚採草書　　一一一才∴∴∴予選蔭　－。f 

喜一寄れ∴∴∴∴　‾寧怒塞圭ii　　　遥露頭艶子∵ 

讃醸1－　　顎韓㌢∴∴諒繋繁 
∵主∴三芳一一一1－・′・、－ノ・－　　雪子っ 

÷∴ ii衰弱 

∴∴ �����7����v謦�．∴ 

ー　緩藁 
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一マイミュージアム部門－

1岐阜県博物館ホームページの改修と活用

平成9年9月に開設された岐阜県博物館ホームページは

平成19年3月20日にリニューアルされた。しかし、種々

の制約によって十分な改修を行えなかったため、今年度

は以下のような追加改修を行うことに承った。

注目を集める機能の追加

ホームページに繰り返し訪問していただくための一

助として、映像ライブ配信やタイトル画像コマ送り機

能など、動きのあるコンテンツをトップページに追加

した。このうちライブ配信は、夏季特別展の開幕に準

備を間に合わせることができ、会期中、2体の恐竜骨

格が展示されたメインホールの様子を配信しつづけ、

好評を博することができた。

レイアウト編集機能の充実

当館が伝えたい情報をホームページ訪問者に対して

より効果的に伝えるため、トップページのレイアウト

を自在に変更できる機能を組み込んだ。例えば、ライ

ブ配信の公開／非公開、トピックス等の掲載順序を管

理者画面から選択・変更できるようにした。

デザインの統一

リニューアル後も一部に旧デザインのページが残っ

ていたので、今回その大部分を新デザインに更新し、

統一感の向上をはかった。

業務フローの簡素化

従来、催しものをホームページで公開する際、紙ベ
ースの業務と電子ベースの業務が二度手間になるとい

う問題点が残存していた。そこで今回、業務フローを

抜本的に見直し、ホームページの管理者画面に帳票出

力機能を付加する等、業務を効率化できるようにした。

ホームページ・レイアウト編集機能の向上（管理画面）

ホームページの改修に加え、以下のように、コンテン

ツの充実や利便性の向上にも努めた。

インターネット申込の試行

岐阜県博物館の催しもの案内ページから岐阜県の公

式サイト「ぎふポータル」にジャンプし、ここに備わ

っているイベント申込機能を利用して申込むこともで

きる催しものをいくつか用意した。平成19年度はあく

までも実験期問と位置づけ、定員130名のうちインタ
ーネット申込枠を20名に限定する等、慎重に試行した。

一部にはこの申込枠が満員になったものもあり、潜在

的なニーズの高さを垣間見ることができた。今後、種

々の課題を克服しつつ、インターネット枠を徐々に拡

充する方向で考えている。

プロモーション動画の制作・配信

夏季特別展の折には、ホームページ訪問者に対して

特色や価値をより有効に伝えるため、プロモーション

動画の自主制作を試みた。脚本づくり・解説図作成・

出演・録画・編集・エンコード等、全てのプロセスを

自力で行い、3－4分の番組を計3本、ホームページ上

で公開することができた。

以上は、あくまでもホームページ担当者の取組であり、

ホームページの充実が（WEBニュース等の新機能を活用

した）タイムリーな情報提供等、学芸部全員の努力によ

って推進されたことを忘れてはならない。

では、一連の取組に効果はあったのだろうか？・・・それ

を検証するために閲覧状況を調査したところ、リニュー

アル後の1年間に約11万件（1日平均約300件）に及ぶア

クセスのあったことが明らかとなった。これは昨年同期

の約3倍に相当し、ホームページの利用度が飛躍的に向

上したことが裏付けられた。

こうした実績は、紙媒体による広報の縮小傾向を補う

手段として、ホームページの充実・活用が非常に有効で

あることを示唆しているように思われる。

夏季特別展の折に制作・配信したプロモーション動画

2所蔵品管理用データベースとホームページによる公開

今年度は、以下のように、新データベースの円滑運用

およびホームページ公開にむけて種々の懸案事項を解消

することに力を注いだ。

内容の補足・修正

運用を始めるにあたってデータベースの内容を精査

したところ、未記入の項目や表記の不統一が随所に発

見され、補足や修正を進めた。また、紙媒体で管理し

ていた時代に制定された登録番号では並び替えを正常

に行えない等の不具合も判明し、「21」を「00021」

と修正する等の措置を講じた。

帳票出力機能の補修

既存の規程に則った運用を行うため、種々の帳票を

出力する機能の補修を行った。

今後、内容の精緻化や新データベースに応じた規程改

訂等、いくつかの課題を克服した上で、公開へとつなげ

る予定である。
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3　ハイビジョンホールの活用

ハイビジョンホールでは、博物館制作のマルチメディ

アソフト「ハイパーハイビジョン風土記」の紹介、各種

催しに関連したハイビジョン映像や優良映画などの定期

上映を行った。また、外部団体の見学や各種講演会・講

習会・イベントなどの会場として、積極的な利用を図っ

た。中でもギャラリー関連事業として行われたオリジナ

ルコンサートは、質の高い充実した内容であった。

所蔵するハイビジョン作品だけでなく、休日や視祭日

には親子向け作品、自然分野・人文分野に関わる作品な

どの質の高いDVD作品を上映し、来館者に楽しんでいた

だいた。また、特別展に関わって、様々なジャンルの作

品から博物館にふさわしい作品を選定し上映した。

◇ハイビジョンホールを活用した実施内容

・ハイパーハイビジョン風土記、環境映像、映画、

衛星放送、手作り番組、優良作品などの上映
・博物館講座、たのしい博物館活動利用

・幼稚園、小学校の課外研修利用

・オリジナルコンサート等の音楽会

・その他　各種研修会、講演会

発露選 � ��

∴ 劍ｼ�d���耳ﾅ(�&��

「二㌢誓牽誓≡i三笠－ ��� ������H���ﾈ�h蓼蓼���������「 

漆露頭繋薄霧註㌻　i 
漢　　　　　　　　　　．1一・一 俘(����既?�蓼蔗�� � 

醸繋藤綴綴繋綴黍驚漆　繋繋曝露 劔��

幸二：三 ��� � 

準デジタルアーキビスト雲成2日間講座の様子（講義）

4　各種情報技術講座とデジタルアーカイブ・コーディ

ネータ養成2日間講座

情報技術の普及啓発を目的として、様々な情報技術に

関する講習を行った。楽しみながら博物館に関わる様々

な事象を学んでいただく講座では、ペイント習字を使っ

た暑中見舞い作り、ワードを使って季節にちなんだ絵の

描画、動画の作成などが行われた。パソコンの基礎的な

知識習得を目標にした講座であったが、毎回定員を上回

る受講希望があった。

また、パソコンの基本的な知識やスキルを元に、知的

財産に関わる知識や情報倫理、芸術・文化や歴史の見方

についても正しく理解・認識すると共に、文字・映像・

音など様々な情報をデジタル化して保存・管理・活用で

きる人を育成するデジタルアーカイブ・コーディネータ

講座を開催した。デジタル・アーキビスト養成講座は、

2日間の講座であったが、遠く県外からも多数の参加が

あり、幅広い年齢の方々の参加があった。デジタル・ア
ーキビストの知名度もあがると共に、年々多くの方々が

資格を取得された。

また今年度、文部科学省より岐阜女子大学が「社会人

の学び直しニーズ対応教育推進事業：『社会人のための

デジタル・アーキビスト教育プログラム』」の選定を受

けたことから、当館を会場にした準デジタル・アーキビ

スト養成講座が新たに開催された。

王 室 i吏∴i二 ∴∴ � ���������h����育�� ��．∴ ��X�ｨﾋ����譲 �� 

融 ��ﾂ��� �� �� ��

箋露 �� � ��� 

繋 ��� 圏 丿�� ���� 劔��

∴二 ���� �� ��二灘 

も． ；∴∴ 

繋 ���ﾈ�8������������ �� ∴÷∴ 劍耳�������耳�������h�H������������R��H7驟X�B�

箋塾綴二 劍��蕀?�鯔��ﾘ(����ｹﾙ?�?��~ﾉ?�wH�蕀�����ﾇ�ﾇ�ｵｹ�H�ﾊｨ�xｴXﾚr�

準デジタルアーキビスト養成2日間講座の様子（実習）

◇収蔵デジタルアーカイブス

・「ハイパーハイビジョン風土記」映像 

・デジタルアーカイブ資料 

・自作作品 

・その他 

（VTR・DVD・CD・LD・16mm作品など） 
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［教育普及活動］

1概要

小中学校での「総合的な学習の時間」の定着、平成17

年度から実施の高校生以下入館料無料化、生涯学習社会

の進展などに伴い、「社会教育機関」「生涯学習機関」

として、子どもから高齢の方まで幅広い年齢層に対する

博物館の役割が強く求められている。

博物館への来館は、幼稚園・保育園から小・中・高等

学校などの学校団体、子ども会や少年団体をはじめ老人

会や福祉施設の団体にいたる各層に利用され、3年連続7

万人超の入館者を記録した。

そのため、だれにもわかりやすく楽しんでいただける

プログラムや、より体験的な活動内容を開発してきた。

特に、「ミュージアムカード」と「博物館シール」のサ
ービスを継続（2年目）し、親しめる博物館を目指した。

その結果、10月には入館者250万人を突破した。
一方、年間事業の充実も図ってきた。主な本年度の事

業として、特別展（2回）、資料紹介展（2回）、特別展

関連展示（1回）、第28回自然科学写真協会写真展（1回）、

岐阜県図書館共催の特別企画（1回）、マイミュージア

ムギャラリー展示（8回）のほか、特別行事・講演会・

講座・自然観察会など年間107回の催しものを実施した。

ほかに、ギャラリー出展者の関連事業（20回）の実施に

より、総事業数は127回を数えた。

2　教育活動

（l）催しもの

企画展関連事業（27回）、カルチャー講座（19回）、

たのしい博物館（47回）、特別行事（10回）、博物館講

座（4回）の計107回であった。

参加状況は大変好調であった。「七草がゆを食べよう」

「徳山のくらしを体験しよう」など、サポーターの皆さ

んと協力して成功させたものも多かっだ。「花もちをつ

くろう」は講師の方の体調不良によりやむなく中止とし

た。

夏期特別展「恐竜の生命と大進化一中国雲南5億年の

旅－」の企画関連事業として、「生命の進化と絶滅」「雲

南の魅力と恐竜たち」と題した講演会や「化石のレプリ

カをつくろう」「石を割って化石を発見」「発掘体験コ
ーナー」「化石クリーニング」など体験型の催し物やコ

ーナーを実施し大変好評であった。

緑にかこまれた博物館の立地を生かすため、自然観察

会も各種実施した。中でも、定例化した「里山ウオッチ

ング」は、毎月のリピーターが増え、多くの人に楽しん

でもらうことができた。

（2）入館者対応

夏季特別展、秋季特別展「発掘された日本列島2007」

では、「こどもの手形～縄文風～をとっておこう」「ま

が玉をつくろう」など体験型の催し物を開催して好評で

あった。職員・解説員による定期解説・声かけ案内も行

い来館者との交流を深めた。

学校などの団体に対しては、人文分野におけるカラー

ビンゴを、自然分野では発達段階に応じて興味関心に応

えるための3種類のカラービンゴを用意した。幼稚園・

保育園児にまで対象を広げられた。

また、小学校の総合学習や理科の学習で学校の授業と

関連させた「木の実の学習」や「地層の学習」など博物

館の学習教材を使った学習を行い好評であった。

（3）学校、福祉施設などの活用

団体利用は、163団体で、幼稚園・保育園（23）、小

学校（111）、中学校（7）、高校（1）、大学（3）、福祉

施設（6）、その他（12）であった。

地域別の利用状況は、下記のようになる。

関　市 �3x�CH���2�岐阜地区 �#X�C(���2�

愛知県 �#X�C����2�加茂地区 嶋�C����2�

岐阜市 ��8�Cx���2�

昨年度の利用は、地元関市の利用のほか、愛知県が多

かった。西濃地区からの利用も始まった。学年別にみる

と、小学校1、2年の利用が半分を占め、百年公園での活

動とセットにした利用が多い。

（4）研修会などの活用

学校関係を中心にして、66団体であった。

（5）出前授業・講師派遣などの活用

出前授業の実施回数は14回（小学校13回、大学1回）

で、理科の授業が中心であった。

講師に招増されたのは5回であった。招聴先は中学校、

市町村教育委員会等であった。

小学校の授業、公民館や各種団体への生涯学習の場と

して、様々な活用のされ方がなされている。

3　広報活動

来館者の増加をめざして、広報活動の充実を図った。

特に、以下のことに力を注いだ。

（1）公園内に博物館案内を計画的に表示し、入館への

呼びかけに努めた。

（2）夏期特別展のチラシを岐阜地区（北方町を除く）、

中濃地区、加茂地区（加茂郡を除く）の全小学校児

童に配布した。

（3）新聞・テレビ・ラジオ・雑誌などのマスコミに対

して情報提供を積極的に行った。

（4）ポスターやチラシの掲載、設置場所の見直しを図

り効果的な広報を目指した。

4　博物館実習生指導

7月23日（月）から7月27日（金）までの5日間、岐阜

大学（l名）・岐阜聖徳学園大学（1名）・岐阜女子大学

（1名）・名古屋芸術大学（1名）・三重大学（1名）・東

海学院大学（1名）・滋賀県立大学（1名）・東京女子大

学（1名）・鳴門教育大学（1名）の9大学から9名の学生

を受け入れ、実習生指導を学芸部職員全員で行った。共

通実習と選択分野別実習により、実習生が充実した活動

をすることができるよう工夫した。
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5　資料の貸し出し 

畿 

人 文 丶9,8�8ｻ8支効醜橙�冖韭�淙�8ﾇh枴�ﾘ����[ﾙ�ﾃ)D�7�<�¥ｩ5x�Y}i(h,h���X�i�ﾙ�*�.y5ﾘﾝ｢�兌ﾙ�ﾃ�僖紿ﾈ纖?｢�兌ﾙ�ﾃ�僖紿ﾈ��i?｢��1 

本巣市教育委員会 剄ｮ地白鷺文繍狩衣　デジタル画像 剳ｽ成19年5月1日 剳ｽ成19年5月31日 剴��

岩史話編纂委員会 剴ｴ窟ジオラマ写真 剳ｽ成19年6月6日 剳ｽ成19年7月5日 剴��

中央公論美術出版 刳闍ｻ寺釈迦三尊像　ポジ 剳ｽ成19年6月20日 剳ｽ成19年9月15日 剴3"�

飛騨の匠展実行委員会 剴琇ii国芳「江部鋪今様国尽　飛騨　飛騨の内匠　信濃　八重垣姫」デジタル画像 剳ｽ成19年7月3日 剳ｽ成19年9月30日 剴��

飛騨の匠展実行委員会 刮~空　千光寺両面宿償坐像　複製 剳ｽ成19年7月10日 剳ｽ成19年9月30日 剴��

クウエストフォー 凵w近世暗人伝』挿絵（円空）デジタル画像 剳ｽ成19年7月13日 剳ｽ成19年8月31日 剴��

世界文塾社 剄]馬細香「養老湊布図」ポジ 剳ｽ成19年8月1日 剳ｽ成19年8月31日 剴��

海津市歴史民俗資料館 刮~満寺古墳出土鏡 剳ｽ成19年9月3日 剳ｽ成19年12月27日 剴2�

西谷白山神社 刮~空　西谷白山神社弘法大師坐像　他 剳ｽ成19年9月22日 剳ｽ成19年9月24日 剴2�

柳津文化協会 剔搦Rたづ子氏撮影写真　デジタル画像 剳ｽ成19年10月2日 剳ｽ成19年10月5日 剴��

柳津文化協会 剔搦Rたづ子氏撮影写真パネル 剳ｽ成19年11月9日 剳ｽ成19年11月12日 剴3"�
エディット“サボ 刳闍ｻ寺釈迦三尊像　ポジ 剳ｽ成19年12月2日 剳ｽ成20年3月31日 剴��

本巣市教育委員会 剄ｮ地白鷺文繍狩衣　デジタル画像 剳ｽ成19年12月19日 剳ｽ成20年3月14日 剴��

十象舎 凵w近世暗人伝』挿絵（円空）ポジ 剳ｽ成19年12月26日 剳ｽ成20年1月31日 剴��

朝日新聞名古屋本社 剔搦Rたづ子氏撮影写真　デジタル画像 剳ｽ成20年1月3日 剳ｽ成20年1月20日 剴���

朝日新聞名古屋本社 剔搦Rたづ子氏撮影写真　デジタル画像 剳ｽ成20年2月2日 剳ｽ成20年2月11日 剴��

青木書店 刮w鈴（南宮大社蔵）写真　ポジ 剳ｽ成20年2月14日 剳ｽ成20年2月29日 剴��

曽我孝司（県立東濃高等学校） 刮･〃阿古父尉“悪尉写真　ブノント 剳ｽ成20年2月18日 剳ｽ成20年2月29日 剴B�

光記念館 剴坥ｴ峯寺両面宿俄立像　ネガ他 剳ｽ成20年2月26日 剳ｽ成20年5月18日 剴"�
田中淑江（共立女子大学） 剄ｮ地白鷺文繍狩衣　デジタル画像 剳ｽ成20年3月1日 剳ｽ成20年3月31日 剴��

碧水社 刮ﾌ川豊図・二代歌川豊国「市川団十郎代々」デジタル画像 剳ｽ成20年2月29日 剳ｽ成20年3月13日 剴��

日本アート“センター 剏脂ｪ芳年「新形三十六軽蔑　蘭丸蘇鉄之怪ヲ見ル図」ポジ 剳ｽ成20年2月29日 剳ｽ成20年5月13日 剴��

豊川を守る住民連絡会議 剔搦Rたづ子氏撮影写真デジタル画像 剳ｽ成20年3月11日 剳ｽ成20年3月16日 剴���
ロック開発株式会社ロックシティ大垣 剔搦Rたづ子氏撮影写真デジタル画像 剳ｽ成20年3月20日 剳ｽ成20年4月6日 剴���

自 然 丿Yk�ﾋH�9zy�依I(hｧxﾕ｢��-ﾉ?ｹ}�:ｨﾙﾉUygｲ�兌ﾙ�ﾃ�僖紿ﾈ�#Y?｢�兌ﾙ�ﾃ�僖綛ﾈ�#�?｢��10 

羽島市立竹鼻中学校 凾ﾜ乳類頭骨標本 剳ｽ成19年4月21日 剳ｽ成19年4月29日 剴��

大垣市立東中学校 凾ﾜ乳類骨格標本 剳ｽ成19年5月12日 剳ｽ成19年6月2日 剴"�

名古屋大学教育学部付属中学校 刮ｻ石のレナ）カ作成教材一式 剳ｽ成19年6月3日 剳ｽ成19年6月11日 剴���
安八町立名森小学校 刮ｻ石レプリカの型（アンモナイト20、三葉虫20） 剳ｽ成19年6月24日 剳ｽ成19年7月8日 剴C��

岐阜市立長良東小学校 剄ｩ虫標本 剳ｽ成19年7月1日 剳ｽ成19年7月14日 剴IJ��

名古屋大学教育学部付属中学校 刮ｻ石のレナノカ作成教材一式 剳ｽ成19年7月17日 剳ｽ成19年7月24日 剴�#��

美濃市立昭和中学校 剪ｹ類はく製標本、鳥類骨格標本、ほ乳類骨格標本 剳ｽ成19年9月8日 剳ｽ成19年9月16日 剴���

関市立洞戸中学校 剪ｹ類のはく製標本 剳ｽ成19年9月22日 剳ｽ成19年9月29日 剴b�

美濃市立昭和中学校 凾ﾜ乳類頭骨標本 剳ｽ成19年9月27日 剳ｽ成19年10月3日 剴#��

岐阜県立岐阜盲学校 刄Jワウ本はく製標本 剳ｽ成19年9月30日 剳ｽ成19年10月24日 剴��

可児市立蘇南中学校 剴ｮ物全身骨格標本、動物はく製標本 剳ｽ成19年10月8日 剳ｽ成19年10月14日 剴���
可児市立香里小学校 刮ｻ石のレプリカ作製教材一式 剳ｽ成19年11月4日 剳ｽ成19年11月10日 剴S��

岐阜県立池田高等学校 刮ｻ石のレナ）カ作製教材一式 剳ｽ成19年11月11日 剳ｽ成19年11月18日 剴CB�

河合塾ドルトンスクール 刮ｻ石のレナノカ作製教材一式 剳ｽ成19年11月20日 剳ｽ成19年11月27日 剴�S��

御嵩町立上之郷中学校 剴ｮ物はく製標本 剳ｽ成19年11月23日 剳ｽ成19年12月1日 剴B�
エコミュージアム関ケ原 剄ｩ虫標本 剳ｽ成19年5月16日 剳ｽ成19年9月15日 剴��J��

各務原市歴史民俗資料館 剞A物さく葉標本、昆虫標本等 剳ｽ成19年6月19日 剳ｽ成19年7月3日 剴b�

岐阜市科学館 剄ｩ虫標本 剳ｽ成19年7月15日 剳ｽ成19年9月5日 剴��J��

岐阜県県政資料館 剄ｩ虫標本、鳥類標本 剳ｽ成19年7月25日 剳ｽ成19年9月7日 剴S��

岐阜県県政資料館 剪ｹ類はく製標本 剳ｽ成19年9月5日 剳ｽ成19年11月8日 剴"�
エコミュージアム関ケ原 剪ｹ類はく製標本 剳ｽ成19年9月13日 剳ｽ成19年12月16日 剴b�

日本最古の石博物館 刳竦ﾎ・鉱物標本、展示用パネル 剳ｽ成19年11月9日 剳ｽ成19年1月20日 剴��2�

兵庫県神戸農業改良普及センター 刄Zンナリホオズキ画像 剳ｽ成19年12月1日 剳ｽ成19年12月31日 剴��
岐阜県先端科学技術体験センター 剏u光鉱物標本 剳ｽ成19年12月8日 剳ｽ成19年3月10日 剴��

笠松町歴史民俗資料館 刄lズミの剥製標本 剳ｽ成19年12月21日 剳ｽ成19年2月20日 剴��

岐阜県県政資料館 刄Eミウのはく製標本 剳ｽ成20年1月25日 剳ｽ成20年3月31日 剴��

株式会社スリーシーズン 凾ﾜ乳類、鳥類の写真・スライド 剳ｽ成20年2月18日 剳ｽ成20年2月29日 剴�b�

合　　計 剴��#b�

6　図書資料（平成20年3月31日現在）

図書資料数 儖X����������ﾖﾂ�

一般資料 ����3��r�含　刀剣文庫 

郷土資料 滴�3��B� 

児童書 ���3#Cr� 

博物館資料 店�33SB�含　当館資料、棚橋文庫、熊田文庫 

合　　計 �#��3S3"� 
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7　刊行物の発行

名　　　　　　　　　　　　称 價ﾘﾗ9D霾�?｢�判、頁 兀I�B�備考 

岐阜県博物館だより第89号 ����H��H�C��A4　　　　4貞 �(�3S���友の会増刷 

岐阜県博物館報第30号 ����C�(�C��A4　　　　42頁 �3��� 

平成20年度岐阜県博物館催しもの案内（掲示用） �#��H��8�C3��B2 �(�3S���

平成20年度岐阜県博物館催しもの案内（携笛用） �#��H��8�C3��A4　　　年ツ折 ��｣�x�3S���

岐阜県博物館調査研究報告第29号 �#��H��8�C3��A4 都���

【特別展等のポスター・リーフレット】 ����Cx�Cb�B2 �(�3���� 

恐竜と生命の大進化一中国雲南5億年の旅－　　　　　　　　　　　　　　　　ポスター 

恐竜と生命の大進化一中国雲南5億年の旅－　　　　　　　　　　　　　　　リーフレット ����Cx�Cb�jA4 都��3����

発掘された日本列島2007　関連展示日」の記憶　　　　　　　　　　　　　ポスター ����C��C��B2 �(�3����

発掘された日本列島2007　関連展示山の記憶　　　　　　　　　　　　リーフレット ����C��C��A4 涛X�C����

【資料紹介展・特別企画のポスター・リーフレット】 ����CH�C#��B2 �(�3C��� 

心の宝、ふるさと徳山～増山たづ子写真展～　　　　　　　　　　　　　　　ポスター 

心の宝、ふるさと徳山～増山たづ子写真展～　　　　　　　　　　　　　　　リーフレット ����CH�C#��A4 �#�H�3����

ギフもん大集合ロー岐阜県の地名がついた植物たち－　　　　　　　　　　ポスター ����C���C�2�B2 塔���

ギフもん大集合ロー岐阜県の地名がついた植物たち－　　　　　　　　　リーフレット ����C���C�2�A4 �#��C����

第28回日本自然科学写真協会写真展一自然の中の不思議を知る－　　　　　ポスター �#��C��Cb�B2 塔���

第28回日本自然科学写真協会写真展一自然の中の不思議を知る－　　　　　リーフレット �#��C��Cb�A4 �#��3����

【マイ・ミュージアム刊行物】 ����CH�C��A4　　　　南面 ��3���� 

マイ・コレクション第95号 

マイ・コレクション第96号 ����CX�C�2�A4　　　　両面 ���C����

マイ・コレクション第97号 ����Ch�C#B�＾4　　　　両面 ���3����

マイ・コレクション第98号 ����C��C�R�A4　　　両面 ���3����

マイ・コレクション第99号 ����C��C#2�A4　　　　両面 ���C����

マイ・コレクション第100号 ����C���C�2�A4　　　　両面 ���3����

マイ・コレクション第101号 ����C�(�C�b�A4　　　　両面 ���3����

マイ・コレクション第102号 �#��C(�C���A4∴∴∴「百両 ���C����

マイミュージアムギャラリー　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ポスター �#��C8�Cr�B2 ���3����

マイミュージアムギャラリー　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　リーフレット �#��C8�Cr�Å∠4 ����3����

8　幼稚園・学校・福祉施設等の利用状況　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　※来館人数は引率者を含む
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10／26 亊h�8�YY�ﾇﾈ惲�1，2 鼎"�仆�{8������ｻ�{5eE(��<�¥ｩ5xﾊ乂x��齷�)5x麌�Y�ﾉ[i5x麌7(9852�

10／26 亊h�8�Y68ﾋH惲�3 都��仆�{8������ｻ�{5eE(��<�¥ｩ5xﾊ乂x��齷�)5x麌�Y�ﾉ[i5x麌7(9858��ｻﾙ7乂x���

10／26 亊h�8�Xｾ�{8惲�l �����l 俾��)5x麌7(9852�

10／26 佛8�8�8�YJｩJh惲�2 鼎��2 仆�{8������齷�)5x麌7(9858��<�¥ｩ5xﾊ乂r�

10／30 弍)Xﾈ�8�XﾘyFx惲�2 塔"�2 仆�{8������齷�)5x麌7(9858��ｻﾙ7乂x���

10／30 亊h�8�Y>ﾈ9hｷX惲�1，2 �3��1．5 仆�{8������齷�)5x麌7(9852�

10／31 儖ﾉEｨ�8�YOﾉEｨ惲�3 塔"�5 凛(�(4�8ｨ4x986X�ｸ8ｨ984��

10／31 儖ﾉEｨ�8�X揵n�68惲�1 �#"�1．5 仆�{8������齷�)5x麌7(9858��ｻﾙ7乂x���
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月・日 ���Xｧxﾕｨ,�,r�学年 凅渥��ﾉ�B�利用時間 偃X,葵�:�>�vR�

10／31 弍)Xﾈ�8�Y�ﾈｻﾘ惲�1 ��#R�1．5 俾��)5x麌7(9852�

10／31 ��ﾉ]9*ﾈ�Y�ﾉ]9�ﾈ惲�5 鉄��1．5 �<�¥ｩ5xﾊ乂x���ﾉ[i5x麌7(9852�

ll／1 亊h�8�X鮖Oh惲�1／～4 �3��2．5 仆�{8������齷�)5x麌7(9858��<�¥ｩ5xﾊ乂r�

11／1 亊h�8�YH闃H惲�1，2 涛2�2 俾��)5x麌7(9852�

11／1 弍)Xﾈ�8�Xｯ)Xﾉ�Xｧxｻ8支ｧyYIXﾙ�顫ﾂ�1 ��#��4 仆�{8������齷�)5x麌7(9858���-ﾘ,(*���齷u(ﾊ乂r�

11／1 �ｨｷｸ�8��I&ﾘ�ｨ�XﾙY68惲�2 ��#b�l 俾��)5x麌7(9852�

ll／2 亊h�8�Y�9�ｸ惲�l 塔��1．5 仆�{8������齷�)5x麌7(9858��ｻﾙ7乂x���

11／2 亊h�8�X願9hｷX惲�l 田��2 仆�{8������齷�)5x麌7(9858��ｻ�{5eE"�

11／2 弍)Xﾈ�8�^､x惲�2 涛b�1 仆�{8������ｻ�{5eE"�

ll／2 乂ﾘ鉑*ﾈ�X鉙釐惲�2 4 年中 ��3��0．5 仆�{8�������ﾉ[i5x麌7(9852�

11／2 ��I�ｸ�8��I&ﾘ�ｨ�Y�i�ﾈ惲�都R�l 仆�{8������齷�)5x麌7(9858��<�¥ｩ5xﾊ乂x��ｻﾙ7乂x���

11／6 亊h�8�Xｼｸ9hｷYv8ｦﾘﾌR�都��2．5 俾冰(ﾊ乂r�

11／6 弍)Xﾈ�8�Y+y|y8ﾈ惲�1 ��3��2 俾��)5x麌7(9852�

11／6 弍)Xﾈ�8�Y�YY�惲�1 田��1 俾��)5x麌7(9852�

11／6 �(髦�8�X願惲�1 5 1 2 1，2 2 年中 2 2 1，2 2 2 1 2 3 6 3 2 4 6 6 5，6 3 6 3 1，2 ��#��1．5 仆�{8������齷�)5x麌7(9852�

ll／6 佩I�9*ﾈ�X�9Ehｻﾘ惲���r�1 2 7 1．5 7 1 俾��)5x麌7(9852�

11／6 �(髦�8�Y>ﾉg(��惲�都B�仆�{8������齷�)5x麌7(9858��ｻﾙ7乂x���

11／6 儖ﾉEｨ�8�YOﾉEｩ(b������X�ｩ�ﾈﾋ��俾��)Zｩnﾈ�｢�

11／7 亊h�8�X�9Ei]ｸ惲��3��仆�{8������齷�)5x麌7(9852�

11／7 儖ﾉEｨ�8�YOﾉEｩ(b������X�ｩ�ﾈﾋ��俾��)Zｩnﾈ�｢�

11／8 亊h�8�Y�9�ｹ]ｸ支������b�俾冰(ﾊ乂r�

11／8 丿Yk�ﾋH�8�Y�ﾉ8x惲���3"�1．5 俾��)5x麌7(9858��ｻﾙ7乂x���

11／8 弍)Xﾈ�8�Xﾏｨﾊ傅ﾂ������1，5 仆�{8������齷�)5x麌7(9852�

11／8 �ｨｷｸ�8��I&ﾘ�ｨ�Y�X躪惲�塔��1．5 7 1 仆�{8������齷�)5x麌7(9858��ｻﾙ7乂x���

11／8 儖ﾉEｨ�8�YOﾉEｩ(b������X�ｩ�ﾈﾋ��俾��)Zｩnﾈ�｢�

ll／9 亊h�8�X願9hｷX惲�都r�俾��)5x麌7(9852�

11／9 亊h�8�Y�ﾉYI]ｸ支���田��1 2 1 2 1．5 俾冰(ﾊ乂r�

11／9 伜(ﾊx�8�X堅齷|y>ﾈ惲��#R�仆�{8������齷�)5x麌7(9858���-ﾘ,(*��

11／13 弍)Xﾈ�8�X�ﾙMi]ｸ支����3R�俾��)5x麌7(9852�

ll／13 亊h�8�X��ﾟx惲�塔2�仆�{8������齷�)5x麌7(9858����{���樣5xﾊ乂x���-ﾘ,(*��

ll／14 弍)Xﾈ�8�Y4�顫ﾂ��#r�仆�{8������齷�)5x麌7(9852�

ll／14 亊h�8�Xｾ�{8惲��3b�11．5 3 2．5 ��ﾈﾋ�ｧx����Y&��｢�

11／15 亊h�8�X岔tﾉ&ﾘ惲�塔B�仆�{8������齷�)5x麌7(9858����{���樣5xﾊ乂x�����ﾌ侈乂x��ｻﾙ7乂x���

11／15 儻��*ﾈ�YW��惲�鉄��仆�{8������齷�)5x麌7(9858���-ﾘ,(*�7(9852�

11／15 ��8x�8�YY�X惲�都"�3．5 仆�{8������齷�)5x麌7(9858��Yy7亢ﾈ���ﾈﾋ�ｧx���6�9ﾘﾔ杏ﾈ�｢�

11／16 亊h�8�Xｾ�{8惲��3r�1．5 2 1．5 ��ﾈﾋ�ｧx����Y&��｢�

11／16 伜(ﾊx�8�YW�ｨ惲�塔B���ﾈﾋ�ｧx����Y&��｢�

11／20 佛8�8�8�Y�ﾉ��|x惲���R���ﾈﾋ�ｧx����ﾈ,ﾉzﾈ.ｨ�ｨ��齷u(ﾊ乂r�

11／20 丿Yk�ﾋH�8�Y=���i?�惲�涛2�1．5 仆�{8������齷�)5x麌7(9858��ｻﾙ7乂x���

11／21 亊h�8�Xｾ�{8惲��3R�1．5 2 3 2 ��ﾈﾋ�ｧx����Y&��｢�

ll／22 冏ｹ�8�8�Y�霪ｸ惲�塔��仆�{8������齷�)5x麌7(9858����{���樣5xﾊ乂x��ｻ�{5eE(��齷u(ｬ�r�

11／28 亊h�8�YY�ｵi8ﾈ惲��3��仆�{8������齷�)5x麌7(9858��ｻﾙ7乂x���

11／30 亊h�8�X+�*(+���#R�俾冰(ｬ�r�

12／4 ���^H�8�Y�i,8惲�2 5 田"�1．5 2 仆�{8������齷�)5x麌7(9852�

12／4 僮)�ﾉ*ﾈ�Y�依H惲��3b�俾��)5x麌7(9858��齷u(ﾊ乂r�

1／12 弍)Xﾈ�8�X+X+ｨ/�*(*ｸ.�,ﾈ4�8�7Y5i���ﾂ�1－6 �3��1．5 仆�{8������ｯ)Xﾈﾊx,ﾈｮ)��,h､���iZ�,ﾈ������齷u(ﾊ乂r�

2／13 弍)Xﾈ�8�X��Eｸ惲�3 全 年長 年長 鉄��4 1．5 3 1．5 1 仆�{8������ｨ4�8ｨ�ｸ984�6�7�986�88�ｸ��齷�)5x麌7(9852�

2／21 儖ﾉEｨ��l韈8�Y��69�i?�]ｸ支���塔��俾冰(ﾊ乂r�

2／22 亊h�8�Y?�9hｷYv9'H���塔b�仆�{8������齷�)5x麌7(9858���-ﾘ,(*�7(9852�

2／28 �ｨｷｸ�8�Y�i?�*ｸ+ｸ*ｨ.ﾘﾞﾈｼh������俾冰(ﾊ乂r�

2／29 丿Yk�ﾋH�9=��v9'H���田"�仆�{8������齷�)5x麌7(9852�

3／4 儖ﾉEｨ��l韈8�Yd�饐ｸ支���年長・年中 鼎��1 2．5 仆�{8������齷�)5x麌7(9852�

3／5 侈(�(�8��I&ﾘ�ｨ�XﾏYk騅9'H���年長 都��仆�{8������ｻ�{5eE(��齷�)5x麌7(9858��ｻﾙ7乂x���

3／5 侈(�(�8��I&ﾘ�ｨ�XﾏYk��i?�v9'H���年長 ���2�2．5 2 3．5 3 3 2 1 1 1 1．5 1 仆�{8������ｻ�{5eE(��齷�)5x麌7(9858��ｻﾙ7乂x���
”3／6 儖ﾉEｨ��l韈8�X��l駭ﾉ]ｸ支���年長・年中 鉄��仆�{8������齷�)5x麌7(9858��ｻ�{5eE"�

3／7 儻ﾘﾄｹ*ﾈ��I&ﾘ�ｨ�X-�,(-ﾘｧx��Wﾘﾄｹv8枇���年長 全 全 年少 鉄"�仆�{8������齷�)5x麌7(9858��ｻ�{5eE(��ｻﾙ7乂x���

3／7 儖ﾉEｨ��l韈8�X蕀��]ｸ支����#��仆�{8������ｻ�{5eE(��ｻﾙ7乂x����齷u(ﾊ乂r�

3／7 儖ﾉEｨ��l韈8�X嫌�ｹ]ｸ支����#��仆�{8������ｻ�{5eE(��ｻﾙ7乂x����齷u(ﾊ乂r�

3／7 亊h�8�X抦ｾ�69]ｸ支���田"�俾冰(ﾊ乂x��ｻ�{8�����

3／7 ��8x�8�Y�9m云ｸ支���年長 全 年長 涛R�仆�{8������齷�)5x麌7(9852�

3／7 儖ﾉEｨ�8�X岔g�]ｸ支����3��俾冰(ﾊ乂r�

3／11 伜(ﾊx�8�X,ﾘ,�+ﾈ,ﾉfｹv8枇����3"�俾冰(ﾊ乂r�

3／19 ��ﾘ��ﾊ倡8�Y')69]ｸ支���年長 �#"�"�俾冰(ﾊ乂r�

3／21 亊h�8�Xﾟx9hｷY(hｧxﾕ｢�劍齷u(ﾊ乂r�

合　　　　　　　　　計 �163団体 ����3�S�� 
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9　催しもの開催状況

事業名 弍ｩ?｢�対　　　　象 �.�R�参加 �>���������������������������vR�

企画展 店��#r�一般 ��3�kﾂ�70 俎X�檍�Xｸﾉ;�)�ｨ,ﾉ�ﾉ�(,ﾈﾜﾉdｸ*�.xｧx/�+�+�,h���ﾘ�(+�,8��+8/�*�.x,ﾈ8�6(5ｨ�ｸ5x���b�

関連事業 度�繧�一枝 �,�+R�100 �(hﾙ�,ﾈｧ舒ﾘ�Y?�ﾍ8�h,ﾉ+(-r�

7／15 ��X���40名 ��IYy(h鈔�化石のレプリカをつく．ろう 

7／22 �ｩL｢�130名 涛b�特別展講演会「生命の進化と絶滅」 

7／28 ��X���40名 �3��化石のレプリカをつくろう（7／15順延） 

8／4 ��X���20名 �ｩ5i(h鈔�恐竜のふるさとを訪問しよう（現地集合一高山市荘川町） 

8／5 �ｩL｢�130名 鼎��特別展講演会「恐竜と生命の大進化」 

8／9 ��X���40名 鼎B�化石のレプリカをつくろう 

8／12 傅ﾈ�Y(hｧy�b�各30名 塔��石を割って化石を発見 

8／18 �ｩL｢�なし 鉄b�中国の楽器「二期」の調べ 

8／19 ��X���40名 鼎��化石のレプリカをつくろう 

8／23 ���6sH��(c2�20名 ����恐竜博士養成短期集中特訓講座 

8／24 傅ﾃH��(c2�20名 ����恐竜博士養成短期集中特訓講座（追加講座） 

8／28 傅ﾃ8決屬�各20名 鼎��ミニ恐竜博士養成短期集中特訓講座 

8／29 傅ﾃ8決屬�各20名 �3��ミニ恐竜博士養成短期集中特訓講座（追加講座） 

9／13 �ｩL｢�20名 �#"�ヒスイのアクセサリーをつくろう 

9／21 �ｩL｢�20名 湯�ヒスイのアクセサリーをつくろう 

10／7 ��X���各5組 鉄��こどもの手形～縄文風～をとっておこう 

10／8 ��X���各5組 田B�こどもの手形～縄文風～をとっておこう 

10／14 �ｩL｢�130名 鉄"�講演会「『山』を考える3つの視点～恵む山・仰ぐ山・祀る山一」 

10／20 �ｩL｢�30セット 鼎"�まが玉をつくろう 

10／27 �ｩL｢�30セット �#��まが玉をつくろう 

カル 滴�����一般 �,�+R�22 凛(�(4X4�6(6�984��

チャー 店���b�一般 �,�+R�63 囘ﾈ�(4X4�6(6�984��

講　　座 店��#"�一般 �#�kﾂ�8 8 62 �6h5x5�8ｸ4��ｸ4ｨ487X�X5(�ｸ6h4(6ﾈ�ｸ5駢ｹ�ﾃ)?ｨｭHﾗXﾜ�t��?ｩm｢�

5／23 �ｩL｢�20名 刄fジタルアーカイブ・コーディネータ養成2日間講座（D2日目 

6／20 �ｩL｢�なし 剿L山ウオッチング 

7／18 �ｩL｢�なし �3r�里山ウオッチング 

8／15 �ｩL｢�なし ��R�里山ウオッチング 

9／2 �ｩL｢�20名 澱�講演「岐阜のほとけたち」 

9／19 �ｩL｢�なし �#2�里山ウオッチング 

10／17 �ｩL｢�なし 鼎"�里山ウオッチング 

10／30 �ｩL｢�20名 �2�デジタル・アーカイブ・コーディネータ養成2日間講座②1日目 

10／31 �ｩL｢�20名 �2�デジタル・アーカイブ・コーディネータ養成2日間講座②2日目 

ll／4 �ｩL｢�130名 鼎��岐阜の歴史講座「岐阜の歴史をよみなおす『信長・光秀』再考」 

ll／21 �ｩL｢�なし �#2�豊山ウオッチング 

12／19 �ｩL｢�なし �#"�星山ウオッチング 

l／16 �ｩL｢�なし �3��里山ウオッチング 

2／9 �ｩL｢�20名 途�江戸時代の文章を読もう 

2／20 �ｩL｢�なし �3R�豊山ウオッチング 

3／12 �ｩL｢�30名 ����原石で楽しむ宝石の魅力 

3／19 �ｩL｢�なし �3R�里山ウオッチング 

たのしい 滴���B�親子 �#�kﾂ�16 俾��(ｬ��檍�X4ﾘ7H6�8x4X/�ｬ��+X.h*H�b�

博物館 滴��3��一般 �3�kﾂ�41 �-ﾈ*ｨｼｨ/�,(*ﾘ.ｸ*B�

5／3 ��X���40名 鼎B�化石のレプリカをつくろう 

5／5 ��X���30名 ��2�化石の不思議 

5／6 ��X���30名 �2�自然観察会「百年公園の森探検」 

5／13 ��X���20名 ��b�自然観察会「夏鳥を観察しよう」 

5／20 ��X���20名 �#R�自然観察会「春の小川で魚捕り」 

5／30 �ｩL｢�20名 ��r�ワードを使って着物の絵を描こう 

6／2 傅ﾈｧy�h決�2�各20名 鉄2�化石をみがいてペーパーウェイトをつくろう 

6／3 ��X���20組 鼎b�粘土で立体パズルをつくろう 

6／10 �ｩL｢�300名 �ｩ5i(h鈔�里山オリエンテーリング 

6／16 ��X���20名 �#R�魚の捕り方教えます　～ビオトープの魚調べ～ 

6／17 �ｩL｢�40名 鼎R�楽しい折り紙教室 

6／23 ��X���30名 ��2�親子で博物館探検 

6／24 ��X���20名 唐�植物標本の作り方教室1日目 
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事業名 弍ｩ?｢�対　　　　象 �.�R�参加 �>�����������������������������vR�

たのしい 塗��#B�親子 �3�kﾂ�36 傴ｩ��,ﾈ*�.�+�.�/�,(*ﾘ.ｸ*H��?ｨﾏX����｢�

博物館 塗��#r�一般 �#�kﾂ�19 �7�48986x�鬨,X�(hﾊ兀�*(�8/�,(*ﾘ.ｸ*B�

7／l ��X���20名 澱�植物標本の作り方教室2日目 

7／21 �ｩL｢�40名 鼎��恐竜解説と木の動くおもちゃづくり（恐竜） 

7／28 ��X���20組 鉄"�夜の博物館 

7／29 ��X���10組 �#��江戸時代のおもちゃをつくってみよう（紙つばめ） 

8／11 ��X���20組 �3R�火おこし器をつくろう 

8／18 ��X���10組 �#B�江戸時代のおもちゃをつくってみよう（紙つばめ） 

9／16 ��X���30名 ��r�昭和のおもちゃをつくろう（日光写真） 

9／26 �ｩL｢�20名 ����ワードを使って季節の絵を描こう 

10／13 ��X���10組 ����木の実で遊ぼう 

10／21 ��X���20名 ��2�自然観察会「秋の百年公園探検」 

11／18 �ｩL｢�200名 ��cr�徳山のくらしを体験しよう 

ll／23 �ｩL｢�各20名 ��R�リースづくり 

11／28 ��ｸ自L｢�20名 ����簡単にできる動画作成、写真を動かそう！ 

12／2 ��X���20組 田��自然観察会「カブトムシの幼虫をさがそう」 

12／9 �ｩL｢�40名 ��R�和風をつくろう（あぶ凧） 

12／16 �ｩL｢�40名 �#R�わら細工～しめ飾りをつくろう～ 

12／23 �ｩL｢�50セット �(h鈔�花もちをつくろう 

1／5 ��X���20名 ��b�自然観察会「春の七草ウオッチング」 

1／20 ��X���30名 ��R�親子で博物館探検 

l／27 ��X���20名 途�自然観察会「冬鳥を観察しよう」 

2／3 �ｩL｢�15セット 湯�小鳥の骨の標本をつくろう1日日 

2／10 �ｩL｢�15セット ���5i(h鈔�小鳥の骨の標本をつくろう2日目 

2／24 ��X���40名 鼎r�昭和のくらしを体験しよう 

3／2 ��X���15組 �#��紙で手作りおもちゃをつくろう（紙ブーメランとミニ凧） 

3／16 ��X���30名 ��R�親子で博物館探検 

ギャラ 滴��#��一般 ��3�kﾂ�118 �5(985H�ｸ6x�Xｫﾘ-��b�

リー 滴��#��一般 ��3�kﾂ�121 �5(985H�X6x�Y�ikﾘ.h��*�.�*ｨ,h*H�b�

関連事業 店��#��小学生 �3�kﾂ�35 �5�987ｸ�ｸ8ｸ,X.h.ｸ*(/�,(*ﾘ.ｸ*B�

6／9 �ｩL｢�130名 都R�講演会「城下町妻木～その歴史と文化～」 

7／7 �ｩL｢�130名 鼎��犬山焼の魅力 

8／7 傅ﾈｧy�b�20名 ��2�植物の種子を調べてみよう 

8／25 傅ﾈｧy�h決�2�なし ��R�展示解説「可児の湿地と植物」 

9／l 傅ﾈｧy�h決�2�なし �#������#��展示解説「可児の湿地と植物」 

11／3 �ｩL｢�なし 剋ﾀ演「勘亭流歌舞伎文字」 

11／4 �ｩL｢�なし 剋ﾀ演「勘亭流歌舞伎文字」 

11／11 �ｩL｢�なし 剋ﾀ演「勘亭流歌舞伎文字」 

11／18 �ｩL｢�なし 剋ﾀ演「勘亭流歌舞伎文字」 

11／23 �ｩL｢�なし 剋ﾀ演「勘亭流歌舞伎文字」 

11／25 �ｩL｢�なし 剋ﾀ演「勘亭流歌舞伎文字」 

12／2 �ｩL｢�なし 剋ﾀ演「勘亭流歌舞伎文字」 

12／9 �ｩL｢�なし 剋ﾀ演「勘亭流歌舞伎文字」 

12／22 �ｩL｢�20名 剏ﾃ布の花でコサージュをつくろう 

l／19 �(hｧy�h決�2�30名 �3��プリザーブドフラワーでつくるしずく形リース 

2／28 �ｩL｢�20名 ��r�古布でにわとりの置物をつくろう 

特別行事 滴��#��一般 �3��kﾂ�167 偸H,ﾈ4�8ｨ�ｸ984�6�7�986�88�ｲ�

5／4 �ｩL｢�なし �#c2�響け！和太鼓 

8／26 傅ﾈ�Y(h�Xﾘ)�b�50名 �#"�夏休み採集物鑑定会 

10／7 �ｩL｢�各130名 ��3��秋のコンサートin　ミュージアム一秋の音楽を生演奏で～ 

10／28 �(hｧy�h決屬�300名 田��百年公園・博物館を写生しよう 

11／3 �ｩL｢�300名 鉄"�秋のグリーンアドベンチャー 

1／6 �ｩL｢�400名 �#3B�七草がゆを食べよう 

3／9 �ｩL｢�130名 ���B�早春のコンサートin　ミュージアム～土のひびき、オカリナでクラシック！！～ 

博物館 店���b�教員 �#�kﾂ�12 ��隶ﾘ,8*ﾘ.��ﾈﾋ��X懆*�+�+Y�ﾈﾋ�,ﾈ687ｲ�

講座 店��#b�教員 �#�kﾂ�8 俑�(�/�,(*�-ﾈ*h.h*B�

8／25 仆8蹴�20名 湯�生活道具を教材にしよう 

10／3 仆8蹴�40名 �#"�化石レプリカの作成方法 

合　計 �� ��4，979 ��
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10　出前授業

NC． 弍ｩ?｢�用務先 ����ｸ髯;i9��人数 ���｢�授業内容 

1 兌ﾙ�ﾃ�僖緝ﾈ��?｢�郡上市立相生小学校 的D��b�24人 佛8�8�9zy�ｩ�h抦ｧxﾕ｢�校舎周辺の自然観察 

2 兌ﾙ�ﾃ�僖緝ﾈ繦?｢�美濃市立上牧I小学校 添D��b�19人 儖ﾉEｨ�9zx�9g�抦ｧxﾕ｢�ふるさとの環境を調べよう（カワゲラウオッチング） 

3 兌ﾙ�ﾃ�僖緝ﾈ���?｢�関市立瀬尻小学校 的D��b�69人 亊h�9zy�9�ｸ抦ｧxﾕ｢�カワゲラウオッチングのための事前学習 

4 兌ﾙ�ﾃ�僖緝ﾈ�#)?｢�関市立瀬尻小学校 的D��b�69人 �+y|y�ﾈ曲,ﾉ�8ｻH岑,ﾉ�ﾈﾋB�カワゲラウオッチング 

5 兌ﾙ�ﾃ�僖緝ﾈ�#�?｢�関市立金竜小学校 的D��b�111人 ��yTI�XｻH岔+y|y�ﾈﾛhｭﾒ�カワゲラウオッチング 

6 兌ﾙ�ﾃ�僖緝ﾈ�#�?｢�関市立武儀東小学校 的D��b�23人 �,9]ｹ�ﾈ�YY�ｵi��末俘yzﾉ&�5��学校周辺の自然観察 

7 兌ﾙ�ﾃ�僖繆ﾈ�9?｢�関市立安桜小学校 的D��b�100人 亊h�9zx��ﾟx抦ｧxﾕｨ��ｭi�ﾂ�カワゲラウオッチング 

8 兌ﾙ�ﾃ�僖繆ﾈ�#�?｢�岐阜市立三輪北小学校 傅ﾈｧxﾕｨ髯;h�Y]ｸﾎﾈ�"�50人 弍)Xﾈ�9fｹnﾉfｸ����69�ﾈﾟ�5�ｾ�H�｢�石田川の生き物調査 

9 兌ﾙ�ﾃ�僖纔ﾈ�9?｢�岐阜女子大学 ��Xｧs8�ﾃID��b�30人 弍)Xﾈ����Xｧr�学芸員の仕事と私の体験談 

10 兌ﾙ�ﾃ�僖���ﾈ��i?｢�岐阜市立三輸北小学校 ��D��h髯;b�24人 弍)Xﾈ�8�(ﾊyfｹnﾉ&霎h,ﾉ��69�ﾂ�川の生き物調査 

11 兌ﾙ�ﾃ�僖���ﾈ�#i?｢�関市立上之保小学校 的D��b�11人 �,9]ｹ�ﾂ�上之保の川観察会 

12 兌ﾙ�ﾃ�僖���ﾈ�#�?｢�関市立武儀東小学校 的D��b�23人 �,9]ｹ�ﾈ�YY�ｵi���ﾈﾘyzﾉ&�5��学校周辺の自然観察 

13 兌ﾙ�ﾃ#�D�(ﾈ�#�?｢�関市立瀬尻小学校 的D��b�68人 亊h�9')�ｹ+y|y�ﾈ嚢ｭﾒ�カワゲラウオッチング 

14 兌ﾙ�ﾃ#�D�8ﾈ繦?｢�関市立武儀東小学校 的D��b�23人 �,9]ｹ�ﾈ�YY�ｵi���ﾈﾘyzﾉ&�5��学校周辺の自然観察 

11講師派遣

No． 弍ｩ?｢�用務先 ����ｲ�人数 �>�vR�

1 兌ﾙ�ﾃ�僖緝ﾈ��y?｢�闇市教育委員会西都地区公民館 冖x髦��抦ｧy�h��]ｸｶ9(YTﾒ�50人 �,9]ｹ�ﾈ齷�(ｬ��橙�

2 兌ﾙ�ﾃ�僖繆ﾈ��i?｢�山田子供会（関市） 倡�ｹ���;h��]ｸｶ8���40人 仍ｹ]�.�*�.h-��X�ﾉ���

3 兌ﾙ�ﾃ�僖���ﾈ�9?｢�伝統文化茶道こども養老教室 傅ﾉ(hｧy�b�7人 �7�6ｨｧﾈ*�(/�ﾞﾈ,�,H-ﾘ.h*B�

4 兌ﾙ�ﾃ�僖���ﾈ繪?｢�関市立富野中学校 丶ｨ�8揵(hｧxﾕｨｻ8蹴�12人 儻穎ﾉ(h�]8,ﾈ揵nﾉw�,ﾈ齷�(ｬ���

5 兌ﾙ�ﾃ�僖���ﾈ�#I?｢�伝統文化茶道こども養老教室 傅ﾈｧy�b�11人 �7�6ｨｧﾈ*�(/�ﾞﾈ,�,H-ﾘ.h*B�
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〔利用状況〕
1入館者数

本年度は、入館者数77，518人で前年に比べて4，681人

6．4％の増となった。これは、夏季特別展で8年ぶりに

恐竜展を開催した結果、児童生徒の興味・関心を多くひ

きつけたことによると考えられる。

開館日数は308日であり、1日平均の入館者数は252人

で、1日あたりの入館者が最も多かった日は、名古屋市

で開催された「恐竜大陸」展開催前の7月16日で2，557人

を数えた。団体入館者数は、10，606人で、入館総数の約

13．7％であった。月別では10月が3，857人で一番多く、

団体入館者総数の36．4％を占めている。

夏季特別展及び秋季特別展期間中の入館者数は下表の

とおりである。入館者総数は、39，202人を数え1日平均

は509人であった。

月 傅ﾉ(hﾘ)�b�大学生 �ｨ����L｢�計 丶ｨｭ�?ｩ�B�一日平均 

4 �(�3Cッ�25 �8�3�S2�5，664 �#b�218 

5 滴�3SsR�30 滴�33���8，914 �#b�343 

6 ���3s�2�33 �8�3#Cb�4，982 �#b�192 

7 度�3ン"�132 店�33c��13，384 �#b�615 

8 度�3Cc��139 塗�3c���14，298 �#r�530 

9 �(�3��R�26 �(�3#�"�4，423 �#b�170 

10 店�33S��44 �8�3##b�8，628 �#b�332 

11 �8�3鼎r�15 �(�3c32�6，595 �#b�254 

12 田32�24 塔���1，458 �#B�61 

1 涛�b�25 ���3塔��2，929 �#B�122 

2 都sR�29 ���3#cb�2，070 �#R�83 

3 �(�3�S2�27・ �(�3��2�4，173 �#b�161 

計 �3��3����549 �3x�3�S��77，518 �3���252 

特　別　展　名 弍ｨ����ｭB�小中高生 ��Xｧy�b�一　　般 佗b�

恐竜と生命の大進化　一中国雲南5億年の旅－ 度�緝�ﾃ���"�15，686 �#S��12，457 �#��3C���

発掘された日本列島2007　－新発見考古速報展－ ����緝�ﾃ���紕�6，410 鼎b�4，345 ����3����

計 ��22，096 �3�B�16，802 �3��3#�"�

2　施設利用

今年度の講堂及び研修室等の主な利用者は、次のとおりであった。

＜講堂＞

岐阜県植物誌調査会

岐阜県博物館協会理事会

岐阜県博物館友の会役員会・総会

岐阜県植物誌調査会

岐阜県小学校社会科研究部会

グループ径

岐阜県高等学校教育研究会公民地歴部会

岐阜県植物誌調査会

衛生管理者会議

博物館連携

岐阜県植物誌調査会

可茂教育事務所初任者研修会

岐阜県博物館協会委員会

百年公園運営協働会議

岐阜県植物誌調査会

博物館連携

岐阜県高等学校理科教育課程研究集会

百年公園運営協働会議

岐阜県高等学校長協会第2回常任理事会

岐阜県植物誌調査会

岐阜県植物誌調査会

岐阜県博物館友の会理事会

七宗町仏教会

岐阜県植物誌調査会

博物館連携

岐阜県植物誌調査会

準デジタルアーキビスト養成講座

岐阜県植物誌調査会

博物館連携

岐阜県植物誌調査会

岐阜県小学校社会科研究部会

岐阜県植物誌調査会

岐阜県博物館協会理事会

百年公園運営協働会議
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＜研修室＞

岐阜県哺乳動物調査研究会

岐阜県小学校社会科研究部会

博学連携

岐阜県高等学校教育研究会公民地歴部会

衛生管理者会議

岐阜折紙会総会

岐阜野尻湖友の会

岐阜県高等学校理科教育課程研究集会

関市小学校理科研究会

環境学習プログラム研究会

博物館連携

山県市教頭研修会

環境学習プログラム研究会

準デジタルアーキビスト養成講座

環境学習プログラム研究会

岐阜県高等学校教育研究会公民地歴部会

環境学習プログラム研究会

尾張旭市教頭会

岐阜県小学校社会科研究部会

＜ハイビジョンホール＞

岐阜県警察学校初任科生研修

文化行政担当課長会議

岐阜県博物館協会総会・講演会

衛生管理者会議

中部学院大学

可茂教育事務所初任者研修会開講式

岐阜県緑化推進委員会

岐阜県高等学校理科教育課程研究集会

岐阜県埋蔵文化財保護担当者会議

岐阜県警察学校初任科生研修

博物館連携

準デジタルアーキビスト養成講座

岐阜県高等学校教育研究会公民地歴部会

岐阜県博物館協会研修会

岐阜県博物館協会研修会

〔博物館関係団体〕

1　岐阜県博物館協会

岐阜県博物館協会は、「会員相互の連絡提携のもとに

社会教育の健全を推進と文化の向上に寄与すること」を

目的に、昭和41年に設立された。

公開講座（年2回）、機関紙発行（年3回）、会員研

修会（年2回）等の諸活動をくり広げ、設立の目的に沿

うように努力した。

平成19年3月現在、会員館園は131、個人会員は14名

主な役員は次のとおり。

会長…若宮多門、副会長…名和哲夫、古川秀昭、高屋
一行、榎本徹、田中彰、事務局は岐阜県博物館内にある。
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＜主な事業＞

協会事業検討委員会

第1回役員会

協会監査

第64回会員研修会

会員研修委員会

岐阜県博物館協会理事会・通常総会

岐阜県博物館協会創立40周年記念式典

機関紙「岐阜の博物館」第151号発行

第1回地域博物館活性化委員会

機関紙委員会

東涯地区地域博物館活性化委員会

岐阜地区地域博物館活性化委員会

中濃地区地域博物館活性化委員会

東海地区博物館連絡協議会総会

第108回公開講座

西濃地区地域博物館活性化委員会

第2回地域博物館活性化委員会

第109回公開講座

第65回会員研修会

機関紙「岐阜の博物館」第152号発行

東海三県博物館協会研究交流会

第3回理事会

公開講座委員会

会員研修委員会

第3回地域博物館活性化委員会

機関紙「岐阜の博物館」第153号発行



2　岐阜県博物館友の会

博物館「友の会」は、動物・植物・地学等の自然系
や歴史・考古・民俗・美術工芸等の人文系、あるいは、
「マルチメディア」などに興味、関心を持つ人々の展示

観覧、研究、学習の便宜を図っていくという博物館の教

育普及と密接な関わりがあり、博物館の事業や活動をサ

ポートしていく会である。

19年度の一般会員数は286名、後援会員は12個人・

団体である。昨年度比で一般会員は10名の減である。

昨年度はその前の年の17年度比で63名減となってお

り、ここのところ、年々減少傾向にある。新規に会員に

なる数よりも継続会員の高年齢化が進み、退会者が増え

てきていることによるものである。後援会員も2個人・

団体の減であった。一般の多くの方々に「友の会」の存

在や活動内容について知ってもらうことが必要である。

そのためにも友の会独自のHP等によるPRにも取り組

み、また内容豊かな活動にも心がけて推進しているとこ

ろである。

平成19年度の主な事業、行事は次の通りであった。

（1）　会議

春季役員会・総会　　　5月　8日（火）

秋季役員会　　　　　10月　24日（木）

会長・副会長会　　　　3月15日（土）

（2）　各種委員会

会報委員会　　　　　　4／27（金）、9／7（金）

探訪の旅委員会　　　4／14（土）、5／22（火）、12／11（火）

七草委員会　　　　　5／23（水），11／14（水）、1／5（土）

（3）　広報誌の発行

季刊誌「友の会報」は89号（6月），90号（10月），91

号（2月）の年3回発行。

各誌A4判6頁で図・写真オールカラー。各450部

「博物館だより」は、89号（夏季特別展特集）を400

部発行

（4）　図録の刊行

夏季特別展「恐竜と生命の大進化（豊橋自然史博物館
・中日新聞）」、秋季特別展「発掘された日本列島2007

（文化庁・朝日新聞）」は共に巡回展により、図録刊行

はなかったが、委託図書として、夏季特別展に298冊、

秋季特別展に423冊を取り扱った。

（5）　図録の販売

図録の販売は、前年度までの発行図録を従来どおりに

館内販売と、外部施設での委託販売が中心である。また

インターネットによる本館HP掲載により、図録の問い

合わせ注文が増えてきている。

委託による図録販売は、県内では「高山陣屋」、「海

津町歴史民俗資料館」、「岐阜県世界淡水魚水族館（ア

クア・トトぎふ）」、「下呂発温泉博物館」、「（有）Q企

画」、「レストハウス花兆」、「百年公園事務所」の7ヶ

所と、県外では「東京国立博物館」、「国立歴史民俗博

物館（千葉県佐倉市）」の2ヶ所と委託販売契約を結ん

でいる。

（6）　博物館との共催事業の実施

特別行事…「七草かゆを食べよう（1／6（日）」

参加者約250名参加。今年度は天候に恵まれたが、予想

した参加者にはほど遠かった。地域の応援、岐阜農林高

校との新しい取り組みもあり、参加者に好評であった。

企画展関連事業…「化石クリーニング体験」他11回。

たのしい博物館…「化石をみがいてペーパーウェイを

つくろう」他11回、　ギャラリー関連事業…「ダンボ
ールでよろいをつくろう」他4回、

カルチャー講座…「デジタル・アーキビスト養成2日

間講座（2回）開催。

（7）友の会員入館の入館料補助

会員の博物館見学者は、4月1日～3月31日の1年間

に、常設館への入館者167名、特別展期間中の入館者92

名（夏季特別展に61名、秋季特別展に31名）、合計259

名の入館があり、その入館料を友の会で助成している。

（8）探訪の旅

岐阜県博物館友の会では、会員相互の見聞を広め教養

を高めるとともに、親睦を図ることを目的に、海外への

探訪並びに国内の探訪を実施している。国内外探訪の旅

の行き先については、探訪の旅委員会にて会員からの希

望等を考慮して、無理のない行程を選択して実施してい

る。

国内探訪
一昨年までは年2回～3回実施していたが、会員数が

減少したこともあって、昨年度から年1回とし、今年度

の行き先等については下記のとおりである。

期日は9月20日（木）、「合掌造り世界遺産の旅」で、

五箇山菅沼地区、五箇山民俗館、村上家、白山宮を探訪

した。参加者は66名。

ゆったりとした見学ができ、村上家当主の解説や「こ

きりこ」の民俗舞踊が鑑賞でき、好評であった。

海外探訪

17年度の中国雲南省への世界遺産見学の旅から、二

年ぶりに「タイ王国（スコータイ・アユタヤ・バンコク）

世界遺産の旅」を実施した。

期日は10月28日（日）～11月2日（金）の4泊6

日。参加者は40名、天候にも恵まれ、バンコクやアユ

タヤは多くの観光客が出かけるが、旧都スコータイは観

光客も少なく、その見学内容も極めて好評であった。

（9）友の会のHPやメールアドレスの開設

今年度、パソコン関係のハード及びソフトを整備し、

友の会への入会案内や友の会刊行の図録の紹介等を中心

とした6頁のホームページを開設した。また同時に友の

会のメールアドレスも設定した。HPは今後、博物館と

のリンクや内容の充実を図っていく予定である。アドレ

スは下記の通りである。

メール　　tomonokai＠zero．adjp

UR L http：／／www4．zero．ad．jp／tomonokai／
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Ⅲ　利用案内（平成20年度）
●開　館　時　間

●入　　館　　料

●休　　館　　日

●駐　　車　　場

●交　　　　　通

4月～10月　　9時00分～16時30分　（入館は16時まで）

11月～3月　　9時30分～16時30分

区　　分 冏ｸ��������ｭ���7ﾘ48�X7�8X�ｸ5x4�8��

通　　常 �<�¥ｩ5x､ｨﾜ9(b�

般 �3#���#c��ｨ冷�別途料金 冖8����{��

大　学　生 �����鉄��ｨ冷�

小中高生 冖8����{��無　　料 

・月曜日（月曜日が視目または振替休日の場合はその翌平日）

・年末年始（12月29日～翌年1月3日）

博物館には蛙車場がありませんので、百年公園の捏車場をご利用ください。

盛事料金・・・普通（軽）自動車300円、バス820円

東海北陸自動車道　　関インターから事5分

岐阜バス　　岐阜上之保線、八幡線、千疋大平台タウン線　小屋名バス停下車徒歩15分

百年公園北口から珊m

国道156号線
至美濃“郡上

岐阜パス
小屋名
〔おやな

名鉄岐阜駅
J R岐阜閑

雲大垣

至郡上“高山

美恵関J CT

岐阜パス
栄町1丁目

閑

主要地方道・閲工両線
至各務原・江南

岐阜羽島I C

至大垣・米原“京都

鉄名古屋本線

各務原“美濃加茂

岐阜喜劇原I C

・東海北陸自動車道　閑イン圭一から事5分

岐阜パス（小屋名バス停下垂徒歩15分）
※岐阜駅方面からお越しの方は、名鉄岐阜バスターミナ
ル又はJ R岐阜駅14番乗り場で二乗事ください。

（岐阜上之保線、八嶋線、千正大平台生ウン線〕
※閑択方面からお越しの方Iま、閑駅下車徒歩5分の栄町
1丁目バス停でご乗車ください。〔岐阜上之保線）

J R美濃太田駅

閏囲開聞薗閲

小牧J CT

名古屋I C

至静岡・東京

岐阜県博物館へは百年公園北口駐車場をご利用ください（有料）。歩行が困純な方は博物館まで 

車の乗り入れができますので、北口ゲートでお申し出ください。 

〒501－3941岐阜県開高小屋名（岐阜県百年公園内）　T粗く0575）28－3111（代）FA幻0575）28－3119

URL httpJ／museum．prele血も
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